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序

清らかな長良川が市域を西流し、緑豊かな金華山がそびえる岐阜市は、斎籐

道三や織田信長にまつわる岐阜城や、古来から受け継がれてきた鵜飼漁など、

豊かな歴史的民俗的景観に恵まれ、情緒ある文化を守り育てている町です。

このたび、国上交通省中部地方整備局岐阜国道事務所による 156号岐阜東バ

イパス建設事業に伴い、岐阜市岩田西に所在する岩田東A遣跡の発掘調査を実

施しました。

今回の調杏では、弥生時代の方形周溝堪、安士・桃山時代の区画溝や柵跡、

江戸時代以降の溝跡や土坑跡などを発見しました。特に弥生時代の方形周溝墓

は岐阜市内で検出された方形周溝亭の最北端の事例となりました。本報告書が

埋蔵文化財に対する認識を深めるとともに、当地の歴史研究の一助となれば幸

いです。

最後となりましたが、発掘調査及び出土遣物の整理・報告書作成に当たりま

して、多大な御支援• 御協力をいただきました関係諸機関並びに関係者各位、

岐阜市教育委員会、地元地区の皆様に深く感謝申し上げます。

平成 23年 12月

岐阜県文化財保護センター

所長高橋照美



例言

1 本書は、岐阜県岐阜市岩田西に所在する岩田東A遺跡（岐阜県遺跡番号 21201-07164) の発掘調

査報告書である。

2 本調杏は、 156号岐阜東バイパス建設事業に伴うもので、国士交通省中部地方整備局岐阜国道事

務所から岐阜県が委託を受けた。発掘調査及び整理作業は、岐阜県文化財保護センターが実施した。

3 宇野隆夫国際日本文化研究センター教授の指導のもとに、発掘調杏は平成 21年度に、整理作業は

平成 22年度に実施した。

4 発掘調査及び整理作業の担当は、本書第 1章第 2節に一括掲載した。

5 本書の執筆は第 1章第2節を北村が、それ以外を近籐が行った。また、編集は近藤が行った。

6 発掘調査における作業員雁用、現場管理、掘削、測量、景観撮影などの業務と、出士遺物の洗浄

・注記は、株式会社ユニオンに委託して行った。

7 遺物の写真撮影は、アートフォト右文に委託して行った。

8 発掘調査及び報告書の作成に当たって、次の方々や諸機関から御指導•御協力をいただいた。記

して感謝の意を表する次第である。 （敬称略• 五十音順）

朝田公年、井川祥子、石黒立人、内堀信雄、長屋幸二、八賀晋、藤澤良祐、溝口彰啓、村木誠、

薮下浩、渡邊博人、岐阜市教育委員会、財団法人岐阜市教育文化振興事業団

9 本文中の方位は座標北であり、座標は国士交通省告示の平面直角座標系第VII系を使用している。

10 士層の色調は、小山正忠•竹原秀雄 2006 『新版標準士色帖』 （日本色研事業株式会社）による。

11 調査記録及び出上遺物は、岐阜県文化財保護センターで保管している。
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第 1章調査の経過

第 1節調査に至る経緯

岩田東A遺跡（以下、当遺跡と記載する。）は岐阜市岩田西地内に所在する（図 1・2)。今回の

発掘調査は、岐阜市を通過する 156号岐阜東バイパス建設事業に伴い実施した。

156号岐阜東バイパスは、岐阜県羽島郡岐南町八剣から岐阜県関市山田までを結ぶ 13.4 kmの道路で

ある。これまで、国道 156号は通勤時に断続的な渋滞が発生していたが、平成 17年 4月 1日に国道

156号と並行していた名鉄美濃町線が廃止され、代替手段と してバスの増加や新規バス停が設置され

るなど、国道への依存がさらに増大した。そこで、交通混雑の解消やバスの定時性の確保等のため、

岐阜東バイパスの建設事業が計画された。

国上交通省中部地方整備局は、平成6年度から当遺跡を含む岐阜東バイパス3エ区の事業を開始し

た。そして、道路建設区域内における埋蔵文化財の有無及び内容等を確認するため、試掘・確認調査

を岐阜県教育委員会に依頼した。

当遺跡では、 平成 2'"'-'7年度に岐阜市教育委員会が実施した遺跡詳細分布調査において、 須恵器、

中世陶磁器などが採集されている。その後、平成 19年度に岐阜県教育委員会社会教育文化課が試掘 ・

確認調査を実施した。試掘調査坑は、岩田西遺跡と当遺跡付近の事業予定地内に、 合計 28箇所 (T P

1'"'-'28) を設定した（図 3: 試掘坑番号は試掘・確認調査時の名称を記載した） 。そして、重機によ

り表士以下を掘削し、必要に応じて人力により遺構検出及び

遺構掘削等を実施した。その結呆、 TP 4・26において、中

世の遺物を伴う上坑・溝・ピットなどの遺構を検出した。遺

物は、弥生土器、土師器、須恵器、山茶碗、土師器皿、中近

世陶磁器が出土した。また、遺跡範囲が修正された（平成 19

年 12月 27日付け社文第 844号）。

これらの結果を踏まえて、平成 18年 12月 20日に岐阜県埋

蔵文化財発掘調査検討委員会を開催し、岩田東A遺跡 2,148

面の本発掘調査が必要であると判断した。また、当遺跡の南

西側に展開する岩田西遺跡の本発掘調森も同時に実施するこ

ととなった。

発掘調査は平成21年 5月 18日に文化財保護法第99条によ

る埋蔵文化財発掘調査の報告 （文財セ第 17号）を岐阜県教育

委員会に提出し、 6月 12日に岐阜県教育委員会により埋蔵文

化財発掘調杏の報告についての通知（社文第 14号の 9)を受

けて、平成 21年度に岐阜県文化財保護センターが実施した。 写真2 南調査区作業風景2
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 図3 試掘杭位置図

表 1 岩田東A遺跡周辺試掘・確認調査結果

試掘坑 検出遺構
縄文 弥生土器

須恵器
灰釉 中近世

その他 合計 出土遺物内容
土器 土師器 陶器 陶磁器

TPl 土坑 3

゜゜゜゜゜゜゜TP2 上坑 2

゜゜゜゜
2 10 12 山茶碗 1、上師器皿 1

TP3 

゜゜
1 

゜
20 23 44 古瀬戸大窯 1、近世陶器19

TP4 溝 1 (16世紀代）

゜
1 1 

゜
4 

゜
6山茶碗 2、土師器皿2

TP5 溝 1、土坑 1

゜゜
4 

゜゜゜
4 

T Pl2 土坑 1

゜
1 

゜゜゜゜
1 

TP20 畦畔

゜゜゜゜
5 

゜
5山茶碗 1、土師器皿4

T P21 畦畔

゜゜゜゜
7 2 9山茶碗 3、土師器皿3、近世陶器 1

TP22 溝 1、土坑 1

゜
1 

゜゜゜゜
1 

TP25 

゜
1 

゜゜゜
1 2 

TP26 
溝 1、土坑 1 (14世

゜゜゜゜
7 

゜
7山茶碗 7

紀後半）

T P27 溝 2

゜゜゜゜゜
5 5 

合計 士坑 9、溝6、畦畔

゜
4 6 

゜
45 41 96 
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第 2節調杏の方法と経過

1 発掘調査の方法と経過

当遺跡の発掘調査は、岩田西遺跡の発掘調査と併行し

て実施した。そして、両遺跡の調査を効率的に進めるた

めに、人力掘削作業や景観撮影等の日程を調査の進捗状

況に応じて調整した。また、調査区画は当遺跡と岩田西

遺跡との関係を把握しやすくするために、両遺跡を包括

して設定した。すなわち、枇界測地系座標をもとに 100

m四方の大グリッドを設定し、北から南へBからD、西

から東へ4から 6とした。そして、大グリッド内に 5m

四方の小グリッドを設定し、北から南へ aから t 、西から東へ 01から 20とした。そのため、当遺跡

｀
 

~.lt!fu 

写真3 南調査区調査前風景

の北端のグリッドは B6d02、南端のグリッドは C5m20となる。なお、本書においても、大グリッドと

小グリッドを併用して表記する。

6月 23日から重機による表士掘削作業を開始した。北調査区の現況は杉の植樹林であり、伐採され

た樹木の根株が残っている箇所もある。根株の間を縫うようにして重機での掘削を慎重に行った。

表士掘削後グリッド杭を打設し、 7月 9日から人力による表士掘削を開始した。遺物包含層掘削は、

基本的にねじり鎌等の小型道具を用いて実施した。しかし、樹木等の伐根作業にはツルハシ等の大型

道具を使用した。遺構検出後は速やかに遺構配置略図を作成し、遺構の性格に応じた士層観察用畦を

設定して、遺構掘削を実施した。

出土遣物は、遺物包含層掘削時はグリッド毎に取り上げ、遺構検出後は出土座標を測定して取り上

げた。また、遺構内にて遺物が集中して出士した場合や包含層掘削時に一個体が潰れたような状況で

出土した場合は、可能な限り、遺物出土状況図を作成した。遺構は半割法又は四分割法を用いて掘削

し、記録写真を残して士層断面図を作成した。そして、遺構の完掘後に、完掘状況の写真撮影及び図

化作業を行った。

10月 3日に現地説明会にて南調査区全面と北調査区の一部を公開し、 242名の参加があった。 11月

4日に南調査区においてラジオコントロールヘリコプターによる最観撮影を実施し、その後、方形周

溝墓の方台部や井戸の断ち割り調在を行った。また、桜の木が移設された後に、重機による表士掘削

作業、人力掘削作業を行った。北調査区では 12月 10日にラジオコントロールヘリコプターによる最

銀撮影を実施し、 12月 14日に発掘調査作業を終了した。

以下、発掘調査日誌から抜粋して、週ごとの調杏経過を記述する。

第 1週 (6/23,...._,6/26) 南調査区表士掘削開始 (6/23) 南調査区表士掘削終了 (6/26)

第 2週 (6/29,...._,7 / 3) 北調査区表土掘削開始 (6/29) 北調査区表土掘削終了 (7/ 3) 

第 3週 (7/9,...._, 7/10) 南調査区遺物包含層掘削作業開始 (7/ 9) 

第 4週 (7/13,...._, 7 /17) 南調査区遣構掘削作業開始 (7/15) 

第 5週 (7/21,...._, 7 /24) S Z 1掘削

第 6週 (7/27,...._,7/31) sz 1掘削
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第 7週 (8/3,-.._, 8/ 7) S Z 1から弥生後期初頭の甕と

台付壺が出土 (8/5)

第 8週 (8/17'"'-'8/21) 北調査区遺物包含層掘削作業

開始 (8/19)

第 9週 (8/24'"'-'8/29)宇野隆夫国際日本文化研究セ

ンター教授現地指導 (8/27)

第 10週 (8/31,...._,9/ 4) SD9掘削

第 11週 (9/7,...._, 9/11) S K17掘削

第 12週 (9/14'"'-'9/18)北調査区遺構掘削作業開始

(9/18) 

第 13週 (9/24'"'-'9/25)南調査区遺構掘削

第 14週 (9/28'"'-'10/3)現地説明会実施参加者 242名 (10/3) 

第 15週 (10/5'"'-'10/ 9)北調査区遺構掘削

写真4 現地説明会風景

第 16週 (10/13'"'-'10/16) 岐阜市立岩小学校児童 38名遺跡見学 (10/14)

第 17週 (10/19'"'-'10/23) 岐阜市立三輪中学校生徒 6名職場体験 (10/20・21)

第 18週 (10/26"-'10/30) 岐阜市立岐北中学校生徒4名職場体験 (10/27)

第 19週 (11/2"-'11/ 6)南調査区景観撮影実施 (11/4)八賀晋三重大学名誉教授現地指導 (11/4) 

第 20週 (11/9"-'11/13) S Z 1方台部トレンチ掘削調査実施 (11/12)

第 21週 (ll/16"-'11/20)桜の木移設作業及び表土掘削作業実施 (11/20)

第 22週 (11/24"-'11/27)井戸（明治時代）断ち割り調査実施 (11/24)南調査区発掘調査作業終了

第 23週 (11/30"-'12/4) 岐阜市立藍川中学校生徒 20名遺跡見学 (12/3) 

第 24週 (12/7"-'12/11)北調査区景観撮影実施 (12/10)

第 25週 (12/14) 北調査区発掘調査作業終了 (12/14)

2 整理作業の経過

出士遺物の洗浄・注記等の一次整理作業は、平成 21年 10月 14日から平成 22年 1月 29日まで実施

した。また、出士遺物の接合、実測、 トレース、写真撮影、挿図・表の作成、本文執筆等の二次整理

作業は平成 22年度に実施した。

3 調査体制

発掘調杏及び整理作業の体制は以下の とおりである。

センター所長 後藤満（平成 21年度）、高橋照美（平成 22年度）

総務課長 長屋忠司（平成 21・22年度）

調査課長 小谷和彦（平成 21・22年度）

調査担当チーフ 谷村和男（平成 21年度）、春 日井恒（平成 22年度）

担当調査員 石井照久、北村昌弘、小林郁夫（平成 21年度）、近藤正枝（平成 22年度）

整理作業員 兼村清子、窪田和生、坂井田照子、清水直美、橋本法子、林浩美、薮下賀代子
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第 1節地 理的環境

長良川は大日岳 (1,709m) の谷水を水源とし、美濃市・関市を経て濃尾平野に流れ出る。武芸川、

津保川と合流し、 岩地区の西側から金華山の北側に流れる。 当遺跡は、長良）,, によって形成された低

位段丘面上に位置する。この段丘面は長良川左岸に広く展開 しており、遺跡もこの段丘面上に多く 見

られる。その土壌は多湿黒ボク士壌で、黒色又は黒褐色を星する腐食含量に富む細粒質～微粒質士で

ある。また、当遺跡は高さ約 3mの段丘崖上にあり、当遺跡の南では段丘崖に沿って寺前川が流れて

いる（図 6)。この川は北に向かって流れているので「紐しま川」と呼ばれており、過去には台風等の

洪水時に長良川の水が逆流し、寺前川の堤防が決壊して、段丘下の水田等が多く の被害を受けた。段

丘崖の下には畑地と水田が広がる。これらは、それぞれ長良川によって形成された自然堤防と後背湿

.,., ..... 
・ ・・ 地上に造成されてお り、水田部分は細粒灰色低

・一・

， 

tJJ地士壌で、概ね灰色を呈する腐食含量の比較的

低い細粒～微粒質士である。

当遺跡の位置する岐阜市北部は美濃山地の南

縁部に含まれ、地質はチャート• 砂岩あるいは

砂岩・粘板岩の互層からなる。山地の傾斜は中

腹部以上では 35,..,_.,45度極急斜面が多く 、中腹か

ら山麓にかけても 25度以内の急斜面である。山

地斜面の勾配が大きいこともあって、山複 • 山

頂における遺跡分布が少ないのがこの地域の特

徴である。 当遺跡の北側には、標高 162.9mの

清水山が位置し、清水いの南側は北山（通称 「八

幡山」 ）と呼ばれている。清水山の大半はチャ
ひこいま すのみこ

ートから成り 、磐座を御神体とし日子坐乃王と
やつりいりひこのみこ いわの

御子の八瓜入日子王を祭神とする伊波乃西神社

又望笠~ · と日子坐乃王の陵墓がある。また山麓の岩田古

1 バ） -~---之£<! ~::の石室石材等にチャートが多く使用されて

． ． 当遺跡の位置する地名岩田は岩多の置き換え
翌礫及び砂 c:::=:JJJE&ttf.P C口］礫•砂及び泥
□ 砂及び礫 ［ニニニ］礫及び砂 ~ 礫•砂及び軽石で、 「岩の場所」 という意味になる。当遺跡南

［ 塊状砂岩及び砂岩泥岩互層 ［口□□J泥岩及び泥岩砂岩互層上也柊：の夜）るオ冴オ墟がD斗1共れま 「月隻」の憶［味で、長

仁 チャート ー 砥石型珪質粘土岩 且2紅珪質泥 ＊遺跡位置良川の左岸から平地が続き、一段高くなった地

（地質調査所 1999地質図 1/50,000岐阜）
図5 遺跡周辺の地質概略図 形を意味している（図 7)。
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図6 発掘調査区周辺の地形

写真5 調査区周辺の地形
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当遺跡周辺には数多くの周知の埋蔵文化財包蔵地が登録されており、その中には発掘調査によって

性格等が明らかとなった遺跡もある。本節では、それらの概要及び当遺跡との関連性が想定される神

社の沿革等を中心に、時代順に記す。なお、図 8は『改訂版岐阜県遺跡地偲』（岐阜県教育委員会 2007)

を基に作成し、本文中の遺跡名に続く括弧内の番号は、表 2、図 8と一致する。

113石器時代 岩滝A遺跡 (28)では、昭和 53年の発掘調査によりナイフ形石器や有舌尖頭器などが

出士した。また、寺田遺跡 (47)、日野遺跡 (49)では、昭和 60・61年、平成 5年の発掘調査等によ

り後期旧石器時代から縄文時代草創期の礫群や配石、士坑等を検出し、ナイフ形石器や角錐状石器な

どが多数出土した。

縄文時代・弥生時代 芥見町屋遺跡 (14)では、昭和 47年の発掘調査により弥生時代後期の竪穴住

居跡 5車干を検出し、 1号住居跡からは鉢、器台、裔坪、壺、甕など、残存状況の良好な一括資料が出

土した。岩田東A遺跡 (1) では、昭和 2年に採集された遺物に縄文土器（中期後半～晩期）が数点

•石鏃・打製石斧、弥生士器（中期） •石庖丁がある。 （財）岐阜市教育文化振興事業団による平成

20年度の発掘調査で弥生時代中期の竪穴住居跡や弥生時代後期頃の方形周溝墓4基などを検出した

（平成 20年度現地公開資料による）。また、住居内から石庖丁が見つかっている（平成 21年度記者

発表資料より）。岩滝A遺跡 (28) では、縄文中期後半から後期の士器数点と石鏃 19点、打製石斧、

石錘などが出士した。また、弥生時代後期の隅丸方形を呈する竪穴住居跡を検出した。寺田遺跡 (47)

では、昭和 60・61年度の岐阜市教育委員会の調査で、弥生時代の掘立柱建物跡 23棟、土坑 20基、溝

状遺構6条を検出している。建物跡の 1棟は棟持柱を有する。出士士器は貝田町式の新しい時期から

裔蔵式までである。 13野遺跡 (49)では、昭和 60・61年度の岐阜市教育委員会の調査で、弥生時代の

掘立柱建物跡4棟、土坑 31基を検出し、貝田町式～欠山もしくは元屋敷式までの土器が出土している。

雨池遺跡 (45) からは弥生士器（後期）が数点採集されている。

古墳時代 七反田番場山古墳群 (7) は、平成 15年に 7・10・11号墳の発掘調査を実施した。そ

の結果、 7号墳は直径約 13.Smの円墳、 10・11号墳は墳形、規模ともに不明であった。 7号墳の内部

主体は両袖式横穴式石室で、石室規模は全長 6.0m、玄室長 3.2m、奥壁幅 1.3mであり、須恵器や士

師器が出士した。また、 11号墳の内部主体は木棺直葬で、須恵器や士師器、鉄鏃等が出士した。大蔵

山古墳 (12)は、大正 14年に発掘調査を実施した。円墳で墳丘規模は不明であるものの、横穴式石室

内部に長さ 90cmの砂岩製長持型石棺があり、人骨が残存していた。簑笠山古墳群 (17)は2基の円墳

から成り、 1号墳は直径 12m、高さ 2.4m、2号墳は直径Sm、高さ 1.Smである。内部主体は不明

であるものの、 1号墳から須恵器が出士した。岩田古墳群 (18)は、 『岐阜市史史料編考古・文化財』

では 7基の円墳から成るとされている。そのうちの 1号墳（智照院古墳）は昭和 53年に部分発掘調査

が実施された。墳丘は直径約 16m、高さ約 2.5mで、内部主体は片袖式横穴式石室である。石室規模

は全長 7.9m、玄室長 4.9m、奥壁幅 1.2m、石室最大幅 1.9mで、須恵器、金環、銀環等が出士した。

また、 『岐阜市史史料編考古・文化財』の岩田古墳群 6号墳は中屋敷古墳に該当し、須恵器高坪が採

集されている。朝倉古墳群 (23) は4基の古墳から成り、大正年間に発掘調査が実施された。古墳の
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表2 周辺遺跡一覧表

番号 遺跡名 種別 時代 番号 遺跡名 種別 時代

1 岩田東A遺跡 散布地 古代・中世 27 岩滝古墳群 古墳 古墳

2 加野番場山古墳群 古墳 古墳 28 岩滝A遺跡 散布地 旧石器～中世

3 溝口番場山古墳群 古墳 古墳 29 岩滝西B遺跡 散布地 旧石器～中世

4 北長塚古墳群 古墳 古墳 30 岩滝西A遺跡 散布地 旧石器～中世

5 北長塚遺跡 散布地 縄文 31 岩滝西C遺跡 散布地 旧石器～中世

6 石原番場山古墳群 古墳 古墳 32 北洞遺跡 散布地 弥生～近世

7 七反田番場山古墳群 古墳 古墳 33 宮代遺跡 散布地 旧石器～近世

8 七反田番場山 2号古墳 古墳 古墳 34 南洞古墳群 古墳 古墳， 七反田番場山 1号古墳 古墳 古墳 35 尾崎大平古窯跡群 生産遺跡 古代

10 加野西畑遺跡 散布地 古代・中世 36 南洞古窯跡群 生産遺跡 古代

11 加野南遺跡 散布地 古代・中世 37 奥洞窯跡群 生産遺跡 古代

12 大蔵山古墳 古墳 古墳 38 岩田7号古墳 古墳 古墳

13 長良古津遺跡 散布地 古代・中世 39 岩田坂古窯跡群 生産遣跡 古代

14 芥見町屋遺跡 散布地 弥生 40 岩田坂古墳群 古墳 古墳

15 大船山古墳群 古墳 古墳 41 尾崎古墳群 古墳 古墳

16 芥見長山遺跡 集落跡 古代 42 観音寺古墳群 古墳 古墳

17 簑笠山古墳群 古墳 古墳 43 桐野遺跡 散布地 旧石器～近世

18 岩田古墳群 古墳 古墳 44 雨池東遺跡 散布地 旧石器

19 岩田西遺跡 散布地 古代 ・中世 45 雨池遺跡 散布地 弥生

20 中屋敷遺跡 集落跡 古墳～近世 46 山手古墳群 古墳 古墳

21 中屋敷古墳 古墳 古墳 47 寺田遺跡 集落跡 旧石器～弥生

22 老洞古窯跡群 生産遺跡 古代 48 寺田轟遺跡 散布地 旧石器

23 朝倉古墳群 古墳 古墳 49 日野遺跡 集落跡 旧石器～弥生

24 朝倉古窯跡群 生産遺跡 古代 50 日野北石神遺跡 散布地 縄文

25 朝倉遺跡 散布地 縄文～古代 51 日野古窯跡群 生産遺跡 古代

26 岩田東B遺跡 散布地 旧石器 52 船伏山古墳群 古墳 古墳
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規模はいずれも 7~11mで、内部主体は横穴式石室である。遺物は、 1 号墳から金環、直刀、須恵器、

2号墳から須恵器、鉄片、 3号墳から管玉、須恵器、 4号墳から須恵器が出土している。雨池遺跡 (45)

では、士師器の台付甕の台部片が採集されている。

奈良•平安時代 芥見長山遺跡 (16) では、昭和 55年の発掘調査により竪穴住居跡 12軒、掘立柱

建物跡 3棟、上坑 43基、溝2条などを検出した。その時期は概ね8世紀中菓から 9世紀初頭と考えら

れており、なかでも三彩の出土は注目できる。また、平成 15年の試掘調査でも、古代には埋没してい

たと考えられる竪穴住居跡 2軒を検出した。

老洞古窯跡群 (22) は、昭和 53 年に 1 号窯窯体と 1~3 号窯灰原の発掘調査を実施した。 1 号窯は

全長 9.3mの須恵器窯であり、その灰原から「美濃」、 「美濃国」刻印須恵器が出士し、全国的に注

目された。日野古窯跡群 (51) は 5 基の窯の存在が知られており、 1~4 号窯は灰釉陶器窯、 5 号窯

は瓦窯で丸瓦と平瓦が採集されている。奥洞古窯跡群 (37) 、岩田坂古窯跡群 (39) は、いずれも灰

釉陶器窯である。

岩田西遺跡 (19)では、平成 21年度の岐阜市教育委員会の発掘調査で平安時代の人工的な水路跡と

奈良時代の低地などから「美濃国」と刻印された須恵器 (8世紀）が 2点出土している。須恵器を長

良川から各地に運び出す物流拠点が近くにあったと推測されている。
いわのにし

また、岩田古墳群 (18)の範囲内には伊波乃西神社が位置する。伊波乃西神社は、 927(延長 5)年

に奏進された『延喜式』に各務郡七座のうちの一つとして、また天慶年間から天暦・天徳年間 (938

~960 年）に成立したと推定されている『美濃国神名帳』に各務郡座二十三社のうちの一つとして記

載されている。

鎌倉時代以降 芥見長山遺跡 (16)では、平成 10年の試掘調査により戦国時代の溝3条や方形竪穴

1基を検出した。また、岩田西遺跡 (19)は、平成 20年度の発掘調査により室町時代の水田区画を広

域にわたって検出し、擬漢式鏡や双魚文をもつ青磁等が出士した。なお、中屋敷遺跡 (20) からは、

中近世の掘立柱建物跡 4 棟、 16~17 世紀初頭頃に築造された地下式坑 3 基が検出されている。また、

中屋敷遺跡の南側に位置する墓地内には 15~16 世紀頃の五輪塔数基が、岩田古墳群 (18) の範囲内に

位置する林陽寺の葉地内には 15~16 世紀頃の宝策印塔と五輪塔数基が存在している。日野遺跡 (49)

では、昭和 61・62年度の岐阜市教育委員会の発掘調査で中世の土坑 5基、掘立柱建物跡 1棟を検出し

ている。

近岩地域は幕領旗本室賀氏所領各務郡岩田村と高富藩所領各務郡岩滝村の 2村が、明治 30年4

月 1日に稲菓郡岩村となり、昭和 25年 12月 10日に岐阜市へ合併している。

注 1) 養老年間 (717~723 年）の駅伝制で定められた駅路のうち、岐阜市内を通過するのは東山道である。その道筋の全容は

定かでないものの、長良古津遺跡 (13)付近から岩田西遺跡 (19)付近で長良川を渡河したとする説がある。
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第 3章調査の成果

第 1節基本層序と遺構確認面

当遺跡は長良川の河岸段丘上に位置し、基盤となる面は段丘堆積層である。また、明治時代の地籍

図では、当遺跡北調査区は林、南調査区は畑として記載されている。北調査区には木の切り株が多く

残り、北調査区の更に北には池があり、池の水を段丘下に流すための溝があったとのことである。ま

た北調査区には神社への道が通り、道沿いには消防小屋があったようである。北調査区と南調査区の

間は宅地による撹乱を受け、発掘調査の対象外となっている。

南調査区に平坦面があるが、西側の段丘崖付近で地山が掘削され、大きく西へ傾斜する。近代にこ

の傾斜を埋め立てており、この土を外して中世の溝跡を検出した。中世の溝跡は埋め立て前に撹乱を

受けている。中世の時代には平坦面が現在より南西方間にさらに広がっていたようである。

以下、基本層序の I層から11I層までの詳細及び遺構確認面について記載する。

I層 10YR4/2灰黄褐色土---10YR3/2黒褐色土 表土（耕作土、造成土）

現代の表土や畑耕作上、山林造成土などをまとめて I層とした。調査区全面において認められ、層

厚は北地区で約 0.7m、南地区では約 0.5mである。弥生時代から近代までの遺物を含む。

II層 10YR3/3暗褐色土遺物包含層

江戸時代以降に堆積した上と推定される。調査区全面において認められ、層厚は北地区で約 0.30"-' 

0. 50m、南地区で約 0.20"-'0. 30mである。弥生時代から近代までの遺物を含み、 11層除去後に、弥生

時代、中世、近世の遺構を確認した。

m層 10YR3/3暗褐色土地山、無遺物層

層厚は約 0.50m以上である。 11I層J::面 (II層除去後）が遺構確認面であり、弥生時代の方形周溝亭

や中批以降の溝跡は11I層上面に構築されている。なお、 III層中に遣物は含まれない。

写真7 南調査区東壁土層 1 写真9 北調査区西壁土層
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① 31. 40m 

1 
--
2 

~ 
1 10YR4/3 にぶい黄掲色士 しまりややあり 粘性ややあり

10YR4/4 褐色土粒状に混じる 粒状炭化物やや混じる
（表士造成土） I層

2 10YR3/3 暗褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

粒状炭化物わずかに混じる I層
3 10YR2/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

10YR3/3 暗褐色土プロック30%含む Il層

4 10YR2/1 黒色土 しまりややあり 粘性ややあり
10YR3/3 暗褐色土プロック20%含む 円礫を多く含む Il層

5 10YR4/4 褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
10YR2/1 黒色土プロック 10%含む円礫をやや含む Il層

1 10YR3/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
10YR4/3 にぶい黄褐色土ブロック混じる Il層

2 10YR2/3 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
10YR4/3 にぶい黄褐色土ブロックやや混じる Il層

3 10YR3/3 暗褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
10YR4/4 褐色士プロックやや混じる Il層

4 10YR3/3 暗褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
10YR4/4 褐色士プロック30%含む Il層

5 10YR2/3 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
10YR4/4 褐色士プロック40%含む Il層

③ 31. 50m予三~彦プ―

I IOYR3/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
IOYR2/2 黒褐色土ブロック20%含む 11層

2 IOYR3/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
IOYR4/4 褐色土粒状に混じる II層

3 IOYR2/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
IOYR3/2 黒褐色土ブロック20%含む 11層

4 IOYR2/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
IOYR3/2 黒褐色土ブロックやや含む 11層

5 IOYR2/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
IOYR4/4 褐色土粒状に混じる II層

6 IOYR2/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり 11層
7 IOYR3/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

IOYR2/2 黒褐色土ブロック40%含む
IOYR4/4 褐色土粒状に混じる II層

2+0m ¥Om 
十＋ 

⑤ 32. 20m 

t ← 31. 20rn------------___ ;, ___ --------------

22. Om 
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24. Orn 
＋ ＋ 

26. Om 
＋ ＋ 

⑥ 32. 20m 

~ ~ へ万

三ーニニー—ぞ戸二三·
31. 20m 

40. Orn 
＋ 

42. Om 
＋ ＋ 

44. Om 
＋ ＋ 

⑦ 32. 20m 

31. 20111 

12. Om 

⑧ 32. OOrn 

1 10YR4/3 にぶい黄褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
大小さまざまな礫や植物遺体を多く含む（造成土） ］層

2 10YR3/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
10YR3/4 暗褐色土ブロック30%含む植物遺体やや混じる I層

3 10YR2/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
10YR3/2 黒褐色土ブロック20%含む 11層

4 10YR2/1 黒色土 しまりややあり 粘性ややあり
10YR3/2 黒褐色土ブロック20%含む 11層

5 10YR3/3 暗褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
10YR2/2 黒褐色土ブロック30%含む Ill層

④ 31. 60111 

~ 
/
／
¥
―
 

X0-61415 ＋ 
Yc-30115 

1 10YR2/2 黒褐色土 しまりややあり
粘性ややあり

10YR3/3 暗褐色土ブロック30%含む
10YR4/4 褐色土粒状にわずかに混じる II層

2 10YR2/2 黒褐色土 しまりややあり
粘性ややあり

10YR3/3 暗褐色土ブロック20%含む
10YR4/4 褐色土粒状にやや混じる II層

3 10YR4/3 Iこぶい黄褐色土 しまりややあり
粘性ややあり

10YR2/2 黒褐色土ブロック20%含む 11層
4 10YR2/2 黒褐色土 しまりややあり

粘性ややあり
10YR4/4 褐色土粒状にわずかに混じる II層

5 10YR4/3 Iこぶい黄褐色土 しまりややあり
粘性ややあり

10YR3/3 暗褐色土ブロック30%含む 11層
6 10YR2/2 黒褐色土 しまりややあり

粘性ややあり
10YR3/3 暗褐色土ブロック40%含む
10YR4/4 褐色土粒状に混じる II層

7 10YR4/3 Iこぶい黄褐色土 しまりややあり
粘性ややあり

10YR3/4 暗褐土プロック40%含む 11層
8 10YR2/2 黒褐色土 しまりややあり

粘性ややあり
10YR4/4 褐色土粒状に多く混じる II層

＋ x-61565 
Y-30075 

40m 

゜ (S=1/2, 000) 

6斗Om 1 10YR4/2 灰黄褐色土 しまりなし粘性ややあり

粗砂．小礫．草根多く含む I層
2 10YR3/2 黒褐色士 しまりややあり 粘性ややあり

10YR4/3 にぶい黄褐色土プロック 30%含む
10YR2/3 黒褐色士プロック20%含む I層

3 10YR3/3 暗褐色士 しまりややあり 粘性ややあり
10YR3/2 黒褐色士30%含む Il層

4 10YR3/3 暗褐色士 しまりややあり 粘性ややあり
10YR3/2 黒褐色士プロック 10%含む III層

5 10YR3/2 黒褐色士 しまりややあり 粘性ややあり
10YR3/3 暗褐色士プロック30%含む

6 10YR2/3 黒褐色士 しまりややあり 粘性ややあり
10YR3/3 暗褐色士プロック 10%含む

7 10YR3/2 黒褐色士 しまりややあり 粘性ややあり
10YR4/4 褐色土粒状にわずかに混じる

8 10YR2/2 黒褐色士 しまりややあり 粘性ややあり
10YR3/3 暗褐色士プロック20%含む
10YR4/4 褐色土粒状にやや混じる

9 10YR2/3 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
10YR3/4 暗渇色土プロック30%含む
10YR4/4 褐色土粒状に混じる

10 10YR2/3 黒渇色土 しまりややあり 粘性ややあり
10YR3/4 暗渇色土プロック30%含む
10YR4/4 褐色土プロック20%含む

11 10YR2/3 黒渇色土 しまりややあり 粘性ややあり
10YR3/3 暗渇色土プロック20%含む
10YR4/4 褐色土粒状にやや混じる

12 10YR2/3 黒渇色土 しまりややあり 粘性ややあり
10YR4/4 褐色土プロック30%含む

13 10YR3/3 暗渇色土 しまりややあり 粘性ややあり
10YR2/3 黒渇色土プロック30%含む
10YR4/4 褐色土プロック 10%含む

14 2. 5YR3/1黒渇色土 しまりややあり 粘性ややあり（柱痕跡）
15 10YR2/3 黒渇色土 しまりややあり 粘性ややあり

O 2m 

＋ 
46. Om 

＋ 

(S=1/80) 

図9 調査区壁面土層図
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第 2節遺構概要

今回の調査では、弥生時代中期と後期、安士・桃山時代、江戸時代後期の遺構を検出した。遺構の

多くは南調査区で検出した。そのうち、弥生時代の方形周溝幽 (SZ1・SZ2)は南調査区の中央

と南側に位置する。南調査区中央では鎌倉～室町時代の掘立柱建物跡 (SH1・2)や区画溝 (SD

1......, 7)や安土 ・桃山時代の区画溝 (SD8......,12)や柵跡 (SA1・2) などを検出した。また、江

戸時代後期の溝や土坑などを北調査区と南調査区の北側から検出した。

遺構の種類と検出数は、表 3のとおりである。区画溝の内側からは、単独の柱穴跡 (Sp、以下、

括弧内のアルファベットは遺構略号を示す。）が確認されているが、遺構内の堆積士中で柱痕跡を確

認したものが 7基、遺構底面にて柱当たりの痕跡を確認したものが 13基ある。このなかには掘立柱建

物跡や柵跡の柱穴跡 (P) となる遺構もある。しかし、発掘調査時から整理等作業にかけて、 掘立柱

建物跡2棟、柵跡2列の他に、同一規模の柱穴跡のまとまりや並びを確認できなかったため、残りの

よい遺構を単独の柱穴跡と して報告する（図 30・42) 。

なお、本報告書において、遺構の挿図や写真は、方形周溝墓、 溝跡など、 遺跡の性格を理解する上

で必要なものを中心に掲載した。しかし、時期や性格が不明の士坑などは、圏 10の遺構分類模式偲に

基づき、遺構観察表 （表 9......,14) に分類名を記載するのみとした。

表3 検出遺構一覧表

遺構の種類 略号
検出 挿図
遺構数 掲載数

掘立柱建物跡 SH 2 2 

士坑 SK 122 16 

溝 SD 19 19 

単独の柱穴跡 SP 229 30 

方形周溝墓 sz 2 2 

掘立柱建物跡の柱穴跡 p 8 8 

柵跡 SA 3 3 

合計 385 80 

平
1円形 ・楕円形 2 方形•長方形 3不定形 4不明

凰00  □D 口状

埋 a単暦 b複数謄 c柱痕跡あ りd不明

土 bl水平堆積1 b2水平堆積2 b3片側に偏る b4掘り 直しあり

＇ 
＼ 

I I 

~ ~ ~ ＇丁
¥ I 

＼ 
況

断
ア半円形 イ方形 ウ三角形 工台形 オ フラスコ状 力 ニ段の掘込み キ不定形 ク不明

面

口 し八八［し八JV形
状

図10 遺構分類模式図
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図11 調査区全体図
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第 3節遺物概要

1 出土遺物数と掲載遺物数

出上遺物は、接合前の破片数で合計 5,250点ある（表4)。そのう ち、中世陶磁器が 17.7%、近世

陶磁器は 42.1%である。近世陶磁器が全体の出士遺物数に対する割合が最も多く、次いで近世以降の

瓦・弥生土器・中世土師器（土師器皿、鍋等）などが多い。また、その他の種別として須恵器や灰釉

陶器などが出土しているものの、全体の出土遺物数に対する割合はいずれも 6%以下である。なお、

接合率（表4のb/a) の高い種別は近世陶磁器であり、次いで弥生士器などである。

掲載遺物数は合計 398点であり、接合後破片数の 9%である。その抽出方法は、遺構出土遺物のう

ち、遺構の性格や時期等の検討する上で必要なものや、遺物包含層出土遺物のうち、遺跡の性格を端

的に示すものや分類別の代表的なものを中心に選択している。

表4 出土遺物点数等一覧表

接合前 接合後 (b)の全体 掲載
種別 破片数 破片数 重量(g) に対する割 b/a 点数 c/b 

(a) (b) 合（％） (C) 

縄文士器 3 3 243.6 0. 1 1. 00 

゜
0.00 

弥生土器 320 267 5,122.7 6.2 0.83 44 0. 16 

士師器 150 115 1,096.0 2. 7 0. 77 2 0.02 

須恵器 267 242 6,002.6 5.6 0.91 12 0.05 

灰釉陶器 89 87 2,900.5 2.0 0.98 12 0. 14 

中世陶磁器 807 766 5,895.1 17. 7 0.95 29 0.04 

近世陶磁器 2,432 1,816 143,200.4 42. 1 0. 75 196 0. 11 

中世士師器 300 258 1,420.7 6.0 0.86 10 0.04 

近世士師器 104 85 1,599.9 2.0 0.82 7 0.08 

近世以降の瓦 609 515 154,628.1 11. 9 0.85 54 0. 10 

石器•石製品 57 57 9,485.6 1. 3 1. 00 13 0.23 

金属製品 65 63 497. 1 1. 5 0.97 10 0. 16 

その他（士製品等） 47 44 894.0 1. 0 0.94 ， 0.20 

合計 5,250 4,318 332,986.3 100.0 0.82 398 0.09 

2 時期区分

本報告害における時期区分は一般的に使用されている時代呼称を用い、その年代観に対応する土器

様式等は既存の研究に従った（表 5)。また、本報告書における中世はおよそ平安時代後半から安土

• 桃山時代、 近世はおよそ江戸時代に対応する。なお、出土した遺物について、以下の方々から土器

様式名、産地、時期などの指導を得た。しかし、本書における記載内容の責任は編集者にある。

須恵器 ：渡邊博人（各務原市役所）

土師器皿： 井川祥子（岐阜市教育委員会）

中近世陶磁器：藤澤良祐（愛知学院大学）

石器•石製品：長屋幸二 （岐阜県博物館）
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3 遺物概要

ここでは種別ごとの所属時期、分布、接合関係などについて記す。

(1)縄文土器

出士点数は 3点と少なく、しかも大半は細片である。そのうち、時期の推定できる資料は無い。

(2) 弥生士器

出上遺物の所属時期は、弥生時代中期～後期である。その出上位懺は調査区全体に広がっており、

なかでも方形周溝墓周辺及び北調査区南側にまとまっている。遺物の接合は、 1号方形周溝墓の周溝

内及びその周辺において確認できたのみである。

(3) 上師器

古代の長胴甕が数点出士している。北調査区北端からの出士である。

(4) 須恵器

出上遺物の所属時期は、 7世紀後半のものがほとんどで 9世紀初頭のものまである。その出上位置

は北調査区中央と南調査区北側である。特に北調査区からの出土が多く南調査区出士のものは小破片

でこすれて丸くなっているものが多く撹乱を受けている。北調査区からは甕・瓶類• 平瓶• 横瓶が出

土し、特に甕は二次焼成を受けているか色が赤く、はぜている。これらの甕は接合でないくらいの破

片で、打ち欠いている可能性が高い。出士遺物の生産地は美濃須衛窯と猿投窯がある。

(5)灰釉陶器

出上点数は 87点と少なく、しかも大半は細片である。その出土位慨は調査区全体に散在している。

出士遺物の生産地は猿投窯で、高台形態から推定できる遺物の所属時期は、猿投編年の折戸 53号窯式

から東山 72号窯式併行期である。

(6) 中近世陶磁器・上師器

出士遺物の所属時期は、鎌倉時代から江戸時代まで中世は出士数が少ないもののほぼ連続しており、

特に江戸時代の遺物が多い。その出土位置は北調査区東側と南調杏区北側に多くみられる。特にゴミ

捨て穴と思われる遺構から多く出上している。上師器皿は鎌倉時代のものが 2点出上しているが、ほ

とんどは 16世紀後半以降のものである。

(7) 近世以降の瓦

出上遺物の大半は、江戸時代末期から明治時代の陶磁器とともに出上している。

・瓦の部分名称及び計測位置は図 12のとおりである。

(8) 石器・石製品

出士遺物の所属時期は、縄文時代と弥生時代、江戸時代に分かれる。前者は有舌尖頭器、石鏃、磨

製石斧、粗製刃器などで、後者は砥石、石硯、石臼などで江戸時代の陶磁器と分布を同じくする。砥

石の石材同定は実施していない。なお、石器・石製品の器種及び石材は表6のとおりである。

(9) 金属製品

出土遺物の所属時期は江戸時代以降である。出土遺物 63点の内訳は、銭貨 5点、煙管4点、櫛 1点、

刀子 1点、装飾具 1点、鎚 1点、円管状鉄製品 3点、不明 46点であり、銭貨・煙管の出士が多い。



表5 編年対応表
西暦 時代呼称

200 

土器様式・型式

一弥生土器・ 土師器

朝日 ＇ 

100 I 

1 中期 I I 貝田町

B. C. 雷

゜悶三---

~ '"中 l

A. D. 

100 I 後期

山中1I

200 

~ 細

廻間 I

廻間1I
300 

廻間m

400 十‘‘‘‘',i 

且
中期

500 ｀` ｀` ｀` ｀` 

悶
｀` 、J

後期

600 ------"1 

終末期

700 

~ 
800 

900 

1000 平安時代

1100 

1200 

1300 

1400 

1500 

1600 

1700 

I 
江戸時代

1800 

1900 

0-53 

H-72 

百代寺

白姿系陶器

第 3型式

第4型式

第 5型式

第 9型式

第 10型式

第 11型式

美濃窯

V期第2小期 1 光ヶ丘 ーl

常滑窯

窯
窯

戸

大
登

瀬古

第 3節 遺物概要 19

当遺跡の様相

一検出遺構出土遺物

※中屋敷遺跡の表 5に加箪
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表 5の参考文献

武松純一•石川日出志 2003 「総説 弥生早期から中期の土器」『考古資料大観1 弥生・古墳時代 土

器 I』小学館

石黒立人 2003「中部地方の上器」 『考古資料大観 1 弥生・古墳時代 上器 l』小学館

赤塚次郎 2002「総説 士器様式の偏差と古墳文化」 『考古資料大観2 弥生・古墳時代 士器11』小

学館

早野浩二 2002「東海・中部地方の土器」 『考古資料大観3 弥生・古墳時代 土器III』小学館

齋籐孝正 1995 「猿投•美濃、美濃須衛窯編年と他窯編年対比表」 『須恵器集成図録 第 3巻 東日本

編 I』

多治見市教育委員会 1997『大針台4・5号窯発掘調査報告書』

多治見市教育委員会 2003『松阪8........ 11号窯発掘調査報告書』

中野晴久 1995「生産地における編年について」 『常滑焼と中世社会』小学館

愛知県史編纂委員会 2007『愛知県史別編窯業2 中世・近世瀬戸系』

表 6 石器•石製品一覧表

器］ヽく
チャ 濃飛 ホルン 石材
ート

めのう 下呂石 凝灰岩
流紋岩

粘板岩 安山岩 頁岩 砂岩 花岡岩 フェルス
不明

総計
か

有舌尖頭器 1 1 

石鏃 2 2 

スクレイパー 1 1 2 

粗製刃器 1 1 

RF  1 1 

石核 1 1 

フレイク 7 2 1 1 11 

打製石斧 1 1 2 

磨製石斧 1 1 

敲石 1 1 

砥石 1 1 1 2 2 2 ， 
石硯 2 2 

石臼 1 1 

石墨 21 21 

石製品か 1 1 

総計 13 1 2 3 2 4 3 2 2 1 1 23 57 

近世以降の瓦

~ 
瓦当幅（横）---------------------------l 

ニビニニニ□ロ
盃|―---------------—寸瓦
区 文様区幅（横） 当
幅 幅

（
縦

（
縦

）

周縁高

廿
周縁厚 二 fj二ニコ

日
瓦当厚

瓦当部 I平瓦部

戸
図 12 瓦の部分名称・計測位置
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第4節 弥生時代の遺構と遺物

1 1号方形周溝墓 (SZ1) (遺構図：図 13-15、遺物図：図 16)

低位段丘の平坦面にあるが、西溝は段丘崖の傾斜地になる。西溝は近世以降に撹乱を受けている。

東の調査区外に続いていくと思われる。 SZlが構築された場所の標高は約 31.6mで、墳丘上からは

長良川や段丘崖下の低地が一望できる。

SZl周辺は明治時代に畑として使用されており、耕作に伴うものと恩われる士坑がある。西側の

溝は深さが深いところで約 0.48mである。溝の底部はやや丸みがある。壁面は緩やかに立ち上がって

いるが、方台部側の方がわずかに直立気味である。士層断面からは方台部からの士の流れ込みがうか

がえる。方台部において、主体部の痕跡を確認するためトレンチ掘削を行ったが、何も確認できなか

った。出土遺物は近世以降の撹乱から 2点、他に小破片が 2点出土している。

北側の溝は東西に伸びる溝で西の端は収束していくようで、南側の溝はL字型をしている。北東・

南東・南西角は調査区外であるため調査していないが、方形周溝堂の形状は角がしつかりした正方形

で、北西隅が切れる一隅切断型になる可能性が高い。溝内から赤彩のある台付壺、甕が出上し、嵩坪

は溝上部の撹乱から出士している。甕は溝の底部よりもやや高い位置に正位で置かれており、意図的

に埋められたものと思われる。甕の口縁部は胴部からやや離れて甕周辺と台付壺周辺とに出士してい

る。台付壺は口縁部が欠損しており、壺・甕ともに口縁部を故意に打ち欠いている可能性が高い。

出士遺物は、溝内部からと西の撹乱から弥生士器42点、石器 3点が出士しその内 13点を掲載した。

1,--..., 5は貝田町式併行の士器で弥生時代中期中葉のものである。 6,..,_,11は弥生時代後期のもので、特

に7,--...,9は弥生時代後期初頭の上器と考える。 7の高坪は盤状高坪に形状が似ており後期のものと考

える。 8の台付壺は重厚で形や作りは中期末であるが赤彩があることから後期のものと考える。 9の

甕は近江系のもので後期初頭のものと考える。胴部外面下部と内面下部には煤が付着しており、煮炊

きに使用したものを埋納している。 12は石鏃で縄文時代のものと思われる。 13は粘板岩製の粗製刃器

で弥生時代のものと思われる。

本遺構の所属時期は、裔坪• 台付壺・近江系の甕の残存状況出士状況から、遺構の時期はこれらの

土器の年代になると考えられ、弥生時代後期初頭と推定される。

2 2号方形周溝墓 (SZ2) (遺構図：図 17、遺物図：図 19)

低位段丘の平坦面にあり、中世・近世の遺構により撹乱を受け L字形の 1辺（東南辺）の溝以外は

残っていない。東辺の北端は収束している。南辺の西端は少しずつ浅くなり近世の遺構の撹乱を受け

分からなくなる。遺構確認面の高さが西に向かって全体に低くなることから近世以降の削平をうけて

いるものと思われる。溝の深さは東辺で約 0.08m、南辺で約 0.13mととても浅い。残存していた遺構

埋士は単層で、溝の底部はやや丸みを持つ。形状はSZlに比べ角が丸い方形である。 SZ2が構築

された場所の標高は約 31.4mで、墳丘上からは長良川や段丘崖下の低地が一望できる。

出上遺物は、弥生上器 15点であり、周溝から出上した上器は 1点で、北や西の溝があったと思われ

る所から多く出士している。 14・15・17は周溝より内面の台部上撹乱から出士している。 14・15は甕、

17は細頸壺である。中期中葉貝田町式併行の土器である。 20は唯一周溝内部からの出土で中期後菓裔
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蔵式併行の土器である。 18・21・22は北溝にあたる位置にある撹乱から出士しており 18は細頸壺、

それ以外は甕で、中期後葉高蔵式併行の土器である。同じく北溝にあたる撹乱から出土している 23

は三河からの搬入品で古井式併行の上器である。 16・19は西溝にあたる位置にある中世の溝から出上

しており、 16は高坪、 19は甕で中期後葉高蔵式併行の士器である。 SZ2のやや南のピットからは

28・29の中期中菓貝田町式併行の甕が出土している。

本遺構の所属時期は、弥生上器の年代、周溝の形状から弥生時代中期後菓高蔵式併行期と推定され

る。

3 溝状遺構

今回の調査において、南調査区の方形周溝墓以外の遺構で、弥生時代の遺物のみが出土した遺構は

北調査区に少しある。それらの遺構から出士した遺物は 14点と少なく、すべての遺構の所属時期が弥

生時代とは断定できないが、南調査区の方形周溝墓と南調杏区北側以外に弥生土器が出土するのは北

地区南側である。そのため弥生時代の遺構である可能性が高い。

S D18 (遺構図：図 18、遺物固：図 19)

北地区南西にある。壁面は緩やかに立ち上がる。 2段の掘り込みがある。出土遺物は弥生土器の破

片が 14点出土した。 24は中期中葉以前の弥生上器で甕である。 25・26は中期中葉貝田町式併行の土

器で 25が壺、 26が甕である。 27は中期の壺と思われる。

本遺構の所属時期は、出土土器から中期中葉貝田町式併行期と推定される。

S D19 (遺構図：図 18)

北地区南西にある。形状がドーナツ形で、溝の深さが浅く約 8cmである。遺構の形状から弥生時代

の遺構と推定した。

4 土坑

S K19 (遺構図：図 18、遺物固：図 19)

北地区南東にある。壁面は緩やかに立ち上がる。出土遺物は 31の弥生土器で、中期前半朝日～貝田

町式併行の甕である。

本遺構の所属時期は、出士士器から中期前半朝日～貝田町式併行期と推定される。

その他の遺構出土弥生土器

30は中世の溝から出土している中期後葉高蔵式併行の甕であるが、南調査区北側からは他にも中期

の士器が出士している（第 3章第 7節に掲載）。

注 1) 「7の高坪は尾張には無く在地的なものと考えられる。口縁部の作りや脚部との接合を見ると後期のものと考えられる。

8の台付壺は脚部の作りが中期的であるが赤彩があることから後期と考える。」と名古屋市博物館村木誠氏から御指導

いただいた。

「7の高坪は中期から後期の中間的なものなので後期初頭から後期前半と考える。 9の甕は近江系（湖南）に起源を持ち、

搬入品というよりは製作技術を持った者がこの地で作ったものと考える。」と愛知県埋蔵文化財センター石黒立人氏か

ら御指導いただいた。
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8、9 出土状況図

~ 
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~ 突~~ H' H 
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31.6~~ 三 G'
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30 第 3章調査の成果

第 5節 中世後期の遺構と遺物

中世後期の遺構は大きく 2時期に分けられる。 16'""-'17世紀の士師器皿を伴う SD9と同じ時期のも

のと、それ以航のものである。 SD9と軸を同じくするものを安士・桃山時代、 SDlと軸を同じく

するものを鎌倉～室町時代とした。室町時代の溝はほぼ真北方向を軸とし、南北方向に長い。一方安

士•桃山時代の溝はコの字形に屈曲し 25m四方に区画している。更に溝の内側を 2 列の柵跡で区画し

ている。鎌倉時代～安士・桃山時代の遺物は区画内の包含層から小破片であるが出士しており（第 3

章第 7節 339'""-'352)、掘立柱建物跡 2棟以外にも深い柱穴を多数検出している（図 30)。南調査区か

ら出士している中世の遺物は小破片が多いことから、近世以降の削平を受けているものと考える。

1 掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は 2棟検出した。いずれも西にある南北方向の区画溝よりも東側にあり区画内にある

ものと恩われる。 2棟は近い場所で検出されているため、建て替えられている可能性が考えられる。

SH 1 (遺構図：図 20)

桁行 1間、梁行 1間の、南北方向に主軸をもつ掘立柱建物跡であり、規模は柱穴の心心間で桁行 2.7 

m、梁行 1.95m、床面積 5.27面である。この建物を構成する柱穴群は4基で、いずれも柱掘形は円

形で、規模の平均は長軸 0.35m、深さ 0.47mである。柱筋は北辺がわずかにずれるものの、他の辺は

そろっている。なお、柱穴内に根石、支え石などはなかった。

出士遺物は、中世士師器皿が 1点、近世陶磁器が 1点で、掲載遺物は無い。主軸が平行することか

らSD5と同時期と考え、 SD9よりも古いと判断し鎌倉～室町時代と考える。

SH 2 (遺構図：図 21、遺物図：図 29)

桁行 1間、梁行 1間の、南西から北東方向へと主軸をもつ掘立柱建物跡であり、規模は柱穴の心心

間で桁行 2.85m、梁行 2.lm、床面積 5.99 rrfである。この建物を構成する柱穴群は4基あり、 p1は

楕円形であるがほとんどの柱掘形は円形で、規模の平均は長軸 0.33m、深さ 0.43mである。柱筋は北

辺がわずかにずれるものの、それ以外はきれいにそろっている。なお、柱穴内に根石、支え石などは

なかった。

出土遺物は山茶碗 1点、中世陶器が 1点で、掲載した 32は山茶碗で明和 1号窯式期である。本遺構

の所属時期は、出士士器の年代から 13'""-'14世紀頃と推定される。

2 柵跡

SA  1 (遺構図：図 22)

本遣構は11I層上面、 SD9の東側で検出している。区画溝である SD9と並行していることから、

これらは一連の遺構と思われる。出土遺物はない。本遺構の時期は、 SD9と同じく 16'""-'17枇紀頃と

推定される。

SA  2 (遺構図：図 23)

本遺構は11I層上面、 SD9の東側で検出している。区画溝である SD9にほぼ直交している。 SA

1と同様に区画溝SD9の内側にあることから、これらは一連の遺構と思われる。出士遺物はない。

本遺構の時期は、 SD9と同じく 16'""-'17世紀頃と推定される。
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3 溝跡

SD  1 (遺構図：図 24・25)

本遺構はIII層上面で検出し、周辺遺構との重複関係では中世後期の中で最も古い遺構である。掘形

は浅いllil状を呈し、直線的に延びている。また、南東端でSD9に切られている。区画溝である SD

9とは遺構の長軸方位が異なる。出士遺物は、士師器 1点、須恵器3点、山茶碗2点である。本遺構

の時期は SD5 と同様に 13~14 世紀頃と推定される。

SD  2 (遺構図：図 24・25)

本遺構はIII層上面で検出し、周辺遺構との重複関係では中世後期の中で最も古い遺構である。掘形

は浅い皿状を呈し、直線的に延びている。また、南端は撹乱によって切られている。区画溝である S

Dlと並行していることから、これらは一連の遺構と思われる。出土遺物は須恵器 1点、山茶碗2点

である。本遺構の時期は、 SDl と同じく 13~14 世紀頃と推定される。

SD  3 (遺構図：図 24・25)

本遺構はIII層上面で検出し、周辺遺構との重複関係では中世後期の中で最も古い遺構である。掘形

は浅い皿状を呈し西側がやや深くなり、直線的に延びている。また、北と南端は撹乱によって切られ

ている。南に断面の形状が同じで同一線上に SD4・5が存在していることから、これらの溝は一連

の遺構であると考えられる。また区画溝である SDlと並行していることから、これらは一連の遺構

と思われる。出士遺物はない。本遺構の時期は、 SDl と同じく 13~14 世紀頃と推定される。

SD  4 (遺構図：図 24・25)

本遺構はIII層上面で検出し、周辺遣構との重複関係では中世後期の中で最も古い遺構である。掘形

は浅い皿状を呈し西側がやや深くなり、直線的に延びている。また、北と南端は撹乱によって切られ

ている。北と南に断面の形状が同じで同一線上に SD3・5が存在していることから、これらの溝は

一連の遺構であると考えられる。また区画溝である SDlと並行していることから、これらは一連の

遺構と思われる。出士遺物はない。本遺構の時期は、 SDl と同じく 13~14 世紀頃と推定される。

SD  5 (遺構図：図 24・25、遺物図：図 29)

本遺構はIII層上面で検出し、周辺遣構との重複関係では中世後期の中で最も古い遺構である。掘形

は浅い皿状を呈し西側がやや深くなり、直線的に延びている。また、北端は撹乱によって切られてい

るが収束するものと思われる。北に断面の形状が同じで同一線上に SD3・4が存在していることか

ら、これらの溝は一連の遺構であると考えられる。また区画溝である SDlと並行していることから、

これらは一連の遺構と思われる。出士遺物は弥生士器が 4点、山茶碗が 8点、中世士師器皿が 2点、

近世陶磁器が 6 点である。その内から 33~39 を掲載した。 33 の山茶碗が明和 1 号窯式期のものであ

るので、本遺構の時期は、 SDl と同じく 13~14 世紀頃と推定される。

SD  6 (遺構固：図 24・25)

本遺構はIII層J::面で検出し、周辺遺構との重複関係では中憔後期の中で最も古い遺構である。掘形

は浅い皿状を呈し、直線的に延びている。また、北端を SD9 (I H210)によって切られている。区

画溝である SDlと並行していることから、これらは一連の遺構と思われる。出土遺物はない。本遣

構の時期は、 SDl と同じく 13~14 世紀頃と推定される。
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A A' 
31如

六
SD2 

F F' 

31.lOm~ 

SD4 

I IOYR2/2 黒褐色士 しま りややあり
粘性ややあり

IOYR4/3 にぶい黄褐色士プロ ック10%含む
2 IOYR3/2 黒褐色士 しまりややあり

粘性ややあり
IOYR2/2 黒褐色土プロック30%含む
IOYR3/4 暗褐色土プロック20%含む

1 10YR2/2 黒褐色土 しまりややあり
粘性ややあり

10YR3/3 暗褐色土ブロック10%含む

B 
31. OOm 

B' G 

31. 20m六ニプー
G' 

こ フ
SD1 

sos 

1 10YR2/2 黒褐色土 しまりややあり
粘性ややあり

10YR3/4 暗褐色プロ ック10%含む
2 10YR2/3 黒掲色土 しまりややあり

粘性ややあり
10YR3/4 暗掲色ブロ ック7%混じる

I IOYR2/3 黒褐色土 しまりややあり
粘性ややあり

10YR3/4 暗褐色土プロック20%含む

C 
31藍 ....._ 

五し
31~H' 

六
SD5 

2ミ
3 

SD1 

I IOYR3/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

IOYR3/4 暗褐色土プロック20%含む

2 IOYR3/4 暗褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

IOYR3/2 黒褐色土プロック20%含む

3 10YR4/3 にぶい黄褐色士 しまりややあり 粘性ややあり

IOYR3/2 黒褐色士プロ ック30%含む

I !OYR2/3 黒褐色土 しまりややあり
粘性ややあり

IOYR4/4 にぶい黄褐色土粒状に含む

31~ こ／ 31志上--~ 
SD6 

SD1 1 10YR2/3 黒褐色土 しまりややあり
粘性ややあり

10YR3/4 暗褐色土ブロック40%含む
I IOYR2/3 黒褐色土しま りややあり

粘性ややあり
IOYR4/4 褐色土プロック

40%含む

E 
31.1面

E ＇ J 
31囮

--'-.::::I7 -

J' 

＼ 
SD3 

SD7 

1 !OYRZ/3 黒褐色土 まりややあり
粘性ややあり

!OYR3/3 暗褐色土20%含む
1 10YR2/2 黒褐色士 しま りややあり

粘性ややあり
10YR4/3 にぶい黄褐色士ブロック混じる

゜
1m 

図25 SD 1 -7追構図 (2)
(S=l/40) 
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A
 

A
⑳
 

31 

B 
31如

SD9 

1 10YR2/2 黒褐色土 しまりややあり

粘性ややあり
10YR3/3 暗褐色土ブロック40%含む

2 10YR2/2 黒褐色土 しまりややあり

粘性ややあり
10YR2/3 暗褐色土ブロック40%含む

3 10YR3/2 黒褐色土 しまりややあり

粘性ややあり
10YR4/4 褐色土粒状に混じる

1 10YR2/2 黒褐色土 しまりややあり

粘性ややあり
10YR3/3 暗褐色土プロック40%含む

2 10YR2/2 黒褐色土 しまりややあり
粘性ややあり

10YR2/3 暗褐色土プロック30%含む
3 10YR2/2 黒褐色士 しまりややあり

粘性ややあり
10YR3/4 暗褐色士ブロック30%含む

4 10YR3/2 黒褐色士 しまりややあり
粘性ややあり

10YR4/4 褐色土粒状に混じる

D 
31. 10m 

n) 

□ 
SD8 

SD9 

1 10YR2/3 黒褐色士 しまりややあり 粘性ややあり

10YR2/2 黒褐色土ブロック20%含む 10YR4/4 褐色土ブロック7%含む

2 10YR2/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

10YR2/3 黒褐色土プロック20%含む 10YR4/4 褐色土ブロック5%混じる

3 10YR2/3 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

10YR2/2 黒褐色土プロック30%含む 10YR4/4 褐色土プロック7%混じる

4 10YR3/4 暗褐色土 しま りややあり 粘性ややあり

10YR4/4 褐色土粒状に混じる

5 10YR3/3 暗褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

10YR4/4 褐色士ブロック10%含む

6 10YR3/2 黒褐色士 しまりややあり 粘性ややあり

10YR4/4 褐色土ブロック30%含む

31~ 
上

SD8 

I IOYR2/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

10YR3/2 黒褐色士プロック30%含む

10YR4/4 褐色土粒状にやや混じる

I I' 
31. 00 

m....._ ¥.___l___/ --

SD12 

1 10YR2/3 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

E 
31. 10m 

第 5節 中世後期の遺構と遺物 39 

R) 
C 

31. 20m 
c・ 

SD9 

SD9 

1 10YR3/3 暗褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

10YR2/3 黒褐色土プロック20%含む

2 10YR2/3 黒褐色土 しま りややあり 粘性ややあ り

10YR3/2 黒褐色土ブロック20%含む

3 10YR2/3 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあ り

10YR2/2 黒褐色土ブロック30%含む

4 10YR2/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあ り

10YR2/3 黒褐色土ブロック20%含む

5 10YR4/2 灰黄褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

10YR2/3 黒褐色土プロック40%含む

6 10YR3/2 黒褐色土 しま りややあり 粘性ややあ り

10YR4/4 褐色土粒状に混じる

7 10YR3/4 暗褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

E' 

SD9 

G 
31. 40m 

~ 
r
 

SD10 

1 lOYRZ/1 黒褐色土 しま りややあり 粘性ややあり

10YR3/3 暗褐色土粒状に混じる

H H' 
31. 40m 

三
SD11 

I IOYRZ/2 黒褐色土 しまりややあり
粘性ややあり

IOYRZ/3 暗褐色土20%含む

J' 

SD12 

1 10YR2/3 黒褐色土 しまりややあり
粘性ややあ り

10YR3/3 暗褐色土ブロック30%含む

゜
1m 

図27 SD 8-12遺構図 (2)

(S=l/40) 
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SD9 

m
 

／
~
＼
一

42 43 
こ二戸亨

42ご
43 

48 

゜
5m 

(S=1/200) 

図28 SD  9遺構図

SD  7 (遺構固：図 24・25)

本遺構は11I層上面で検出し、周辺遺構との重複関係では中世後期の中で最も古い遺構である。掘形

は浅い皿状を呈し、直線的に延びている。また、南端はSD9によって切られているため SD9より

古い時期のものと思われる。

SD  8 (遺構図：図 26・27)

本遺構は11I層上面で検出している。掘形は深い方形状を呈し、直線的に延びている。また、東端は

平面の形状を見ると SD9によって切られているため SD9より古い時期のものと思われるが、断面

を見るとほぼ同時期のものである可能性が裔い。本遺構の時期は、 16"-'17世紀頃と推定される。

SD  9 (遺構図：図 26・27・28、遺物図：図 29)

本遺構は11I層上面で検出し、周辺遺構との重複関係では中世後期の中で 1番新しい遺構である。掘

形は深い方形状を届し、直線的に延びている。東西の長さは 25mで東端と西端が直角に屈曲する。底

部はほぼ平らで、一部からは礫が検出された。溝の底部から完形の士師器皿 (45) が出士している。

出土遺物は弥生土器3点、土師器6点、須恵器2点、灰釉陶器5点、山茶碗 54点、土師器皿が 63点、

近世陶磁器 14点、近世上師器2点、上製品 3点である。本遺構の時期は、土師器JIIl.の時期から 16"-'

17世紀頃と推定される。

S 010-12 (遺構図：図 26・27)

本遺構は11I層上面で検出している。掘形は浅い皿状を呈し、直線的に延びている。区画溝である S

D9と並行していることから、これらは一連の遺構と思われる。出士遺物はSDlOから山茶碗が 3点、

S D12から山茶碗が 2点出土している。遺構の時期は、 SD9と同じく 16"-'17世紀頃と推定される。
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SD5 

SH2~ 

~ ~. F 

口~

------

39 

5cm 

゜
こ‘‘、ミ:,, ---------/;.-・ 

‘’ ‘’ 
,,. 

’ゞ， ＇＇，’
‘、-------------・ク

t:/、、9

(39:s=112J 

ぐ 3

38 

てニニ亥~1
SD9 

~42 

⑤ 40 

~ 
46 三 5~4 

口`□ 47 10cm 

(S=l/3) ゜
SH2,SD5•9 出土遺物図29
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~ 
主— ⑤

第 5節

'_J!_@ ＼ 
上◎ z

 

晶D~

SP4 

こ s
 

晶D_,_
s
 

s
 

可
N
＿● 一3

 

E一

W E 

＂ 

1 !OYR2/2 黒褐色土

しまりややあり
粘性ややあり

SP3 

1 10YR2/2 黒褐色土
しまりややあり
粘性ややあり

10YR3/2 黒褐色土プロ ック
30%含む

SP2 

I 10YR2/2 黒褐色土
しまりややあり
粘性ややあり

10YR3/3 暗褐色土プロック
20%含む

SPl 

1 !OYR2/2 黒褐色土 しまりややあり
粘性ややあり

IOYR3/3 暗褐色士プロック20%含む

_ミフ←十—

_Ji_ @ _L  ¥ _!_~; 宣◎ _J_'N E
 

s
 

"+lT 
7
8
 

E

P

P

 

s
s
 ロ

i
-30 

ー3
 

s一

函

N
3
1

ロ
E
 

｀ 
31. 30m 

~ 

◎ 

SP9 

1 10YR2/2 黒褐色土
しま りややあり
粘性ややあり

10YR3/3 暗褐色土ブロック
20%含む

I IOYR2/2 黒褐色土しまりややあり

粘性ややあり
IOYR3/3 黒掲色士ブロック］ぼ含む

2 IOYR2/2 黒褐色士 しま りややあり

粘性ややあり
!OYR3/3 黒掲色土ブロック粒状に混じる

/7SK68 

31: ~ ~· 

1 10YR2/2 黒褐色土
しまりややあり
粘性ややあり

10YR3/3 暗褐色土ブロック
30%含む

SP5 

1 10YR2/2 黒褐色土
しまりややあり
粘性ややあり

10YR3/3 暗褐色土ブロック
30%含む

~_J!_ 
＼ 

_l!___ @ ＼ ＠ s_ s
 

N
_
 

z
 

s 
31. 70m 

『
,,.: .. ~s 

SP11 

N S 
31. 40m 

~ 

りあゃ

1

8

や

ク

円

m

戸

:.w
s
w
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I
Z
I
Z
 

y
R
z
m

"
 

ー3
 

10

10 ー

＼

SP13 
SP12 

l 10YR2/2 黒褐色土
しまりややあり
粘性ややあり

10YR3/3 暗褐色土ブロ ック
20%含む

1 lOYRZ/2 黒褐色土
しまりややあり
粘性ややあり

10YR3/2 黒褐色土ブロック
30%含む

SP10 

1 10YR2/1 黒色土
しまりややあり
粘性ややあり

10YR2/3 黒褐色土ブロ ック
30%含む

＇ N ◎ い~ 
ふ◎

1 10YR2/3 黒褐色土しまりややあり
粘性ややあり

SP16 10YR3/4 暗褐色土ブロ ック20%含む

2 10YR2/2 黒褐色土 しまりややあり
粘性ややあり

10YR4/4 褐色土粒状にわずかに混じる

0 1m 

s
 

：
 

s
 

N
珈一3

 

s
_
 
s
 

◎ z
 ,,:7vr・ 
SP14 

1 10YR2/2 黒褐色土しまりややあり
粘性ややあり

10YR4/4 褐色土粒状に

わずかに混じる

SP15 

I IOYR2/2 黒褐色土 しま りややあり

粘性ややあり
IOYR4/4 褐色土粒状にわずかに混じる

I IOYR2/2 黒褐色土
しまりややあり

粘性ややあり
IOYR4/3 にぶい黄褐色土

プロック7%混じる

(S=l/40) 

SP  1 - 18遺構図 (2)図31
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I f SD9 
E 

s~/ ¥h_¥' 
＂ ＼ ¥¥ 

SD9 

＂ 31:-§0ni 
E
 

s 
31~ z

 

SK1 SK2 

l 10YR3/2 黒褐色土 しま りややあり 粘性ややあり
10YR4/4 褐色土粒状にやや混じる

1 10YR2/3 黒褐色土 しまりややあり
粘性ややあり

10YR3/4 暗褐色土プロック3ぽ含む

S N 
30. 90m 

~ アf

SK3 

゜
1m 

I IOYR2/3 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
IOYR3/3 暗褐色土ブロック40%含む

図32 SK  1,.., 3遺構図

(S=1/40) 

4 土坑．柱穴跡

SK1-3 (遺構図：図 32)

本遺構は、 III層上面において検出している。 SKlの掘形の形状は方形を呈し底面はほぼ平坦であ

る。SK2から山茶碗が 1点出土し、 SK1・3からは出土遺物は無い。SD9に切られており遺構

の時期は 16世紀以前と推定する。

SP  1 -18 (遺構図：図 30・31)

本遺構は、 III層上面において検出している。柱穴下端が20cm前後で深さが 40cm前後のものである。

SD9の内側で検出されたものが多く、出士遺物は無いが遺構の時期は鎌倉時代～安士・桃山時代と

推定する。
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第 6節近世以降の遺構と遺物

近世以降の遺構は江戸時代後期～末期と明治時代のものがある。江戸時代と明治時代の遺構は位置

が重なっているものが多い。明治時代の遺構は撹乱として掲載している。撹乱からも江戸時代後期～

末期の残りの良い遺物が出土している。江戸時代の遺物は特に南調査区の北側から多く出上している。

そのため、撹乱出士の遺物は出士位置がある程度特定できるため、撹乱毎に出士遺物を掲載している。

江戸時代後期～末期の遺物は本遺跡の中で最も残りが良い。

1 柵跡

SA  3 (遺構図：図 33)

本遺構はm層J::面、北調査区で検出している。 SD17よりもやや古い時期のものと考える。出士遺

物は無い。中世の柵跡や溝跡とは軸が異なるため江戸時代の遺構と考える。

2 溝跡

S D13 (遺構図：図 34、遺物図：図 44)

本遺構はm層上面で検出し、周辺遺構との重複関係ではSD15に切られている。断面が浅い三角形

状を呈し、直線的に延びている。約 3m離れて SD14と平行する。 SD13と14の間にはSP22とS

P23が2本の溝のほぼ中央にある。出士遺物は、須恵器が 8点、灰釉陶器が 1点である。 53,.-...,55を掲

載した。 53・54は7世紀後葉,...._,8世紀前葉の須恵器で 53は四耳壺、 54は円面硯の脚部である。 55は

灰釉陶器の段皿で H-72号窯式期、 56は山茶碗で明和 1号窯式期のものである。本遺構の時期はSD

14とほぼ同じと考えて近世と推定する。

S D14 (遺構図：図 34、遺物図：図 44)

本遺構はm層J::面で検出し掘形は浅い皿状を呈し西側がやや深くなり、直線的に延びている。約 3

m離れて SD13と平行する。南端は収束するものと思われる。埋士J::郎に風倒木の埋士が混入してい

る。出土遺物は、土師器が 1点、須恵器が 5点、灰釉陶器が 1点、山茶碗が 2点、上師器皿が 2点で

ある。 57,.-...,59を掲載した。 57は7世紀後葉の須恵器で平瓶である。 58は灰釉陶器の碗で 0-53号窯式

期、 59は山茶碗で寒洞 1号窯式期のものである。この溝の軸が中世の溝の軸とは異なること、 SD15 

に切られていることから、本遺構の時期は近批と推定する。

S D15 (遺構図：図 35、遺物図：図 44)

本遺構はm層J::面で検出し、周辺遺構との重複関係ではSD13を切っている遺構である。掘形は深

い三角形状を呈し、直線的に延びている。北の同一線上に SD13が存在するが、深さと形状が異なる。

これらの溝は一連の遺構である可能性も考えられる。出土遺物は須恵器が 1点、山茶碗が 1点である。

60は7世紀代の須恵器で甕である。本遺構の時期は、 SD13より新しく近世～近代と推定される。

S D16 (遺構図：図 35)

本遺構はm層上面で検出し、周辺遺構との重複関係では近代の撹乱に切られている遺構である。断

面は浅い三角形状を呈し、曲線的に延びている。西端は撹乱によって切られているため SD15との関

係は不明である。出士遺物山茶碗が 1点である。本遺構の時期は、 SD15と同じく近世～近代と推定

される。
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P4 

1 10YR2/2黒褐色土 しま りややあり粘性ややあ り
10YR3/3暗褐色土プロック20%含む

2 10YR2/l黒色土しまりややあり粘性ややあり
10YR4/4褐色土ブロック10%含む

3 10YR2/3黒褐色土 しまりややあり粘性ややあ り
10YR4/4褐色土プロック40%含む

゜

P3 

1 10YR2/2黒褐色土しまりややあり

粘性ややあり
10YR4/3にぶい黄褐色土粒状に混じる

径2-5cmの円礫を含む

P2 

1 10YR2/l黒色土しまりややあり
粘性ややあり

10YR4/3にぶい黄褐色土プロ ック
7%混じる lm 

（断面図： S=l/40) 

SA3遺構図図33
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SD13・SD14 
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2こ
SD14 

1 7. 5YR2/l黒色士 しまりややあり 粘性ややあり
10YR3/2黒掲色士ブロック20%含む

2 10YR3/2黒褐色土 しまりややあり粘性ややあり
10YR3/4暗褐色土プロック10%含む

3 l0YR2/3黒褐色土 しまりややあり粘性ややあり
10YR4/4褐色土ブロック粒状にやや混じる

4 10YR5/4にぶい黄褐色土しまりややあり
粘性ややあ り

10YR3/2黒褐色士ブロック10%含む

風倒木 C' 

＝ SD14 

I IOYR4/3にぶい黄褐色土しまりややあり粘性あり !OYR3/2黒褐色士プロック7%混じる
2 IOYR3/3暗褐色土 しまりややあり 粘性ややあり !OYR2/3黒褐色土プロック10%含む
3 IOYR2/2黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり IOYR3/2黒褐色土プロック7%混じる
4 IOYR2/1黒色土しまりややあり粘性なし !OYR6/6明黄褐色土粒状にやや混じる

IOYR3/2黒褐色土プロック20%含む
5 IOYR2/2黒褐色土しまりややあり 粘性ややあり
6 IOYR4/3にぶい黄褐色士しまりややあり粘性あり IOYR4/3Iこぶい黄褐色士プロック7%混じる

ニニコ58 ~ 

A A' 
31珈

SD13 

（平面図： S=l/200) 
~ 9 1 10YR2/2褐色土しま りややあり粘性ややあり

10YR4/2灰黄褐色土ブロック20%含む
10YR4/4褐色士ブロック10%含む

ロニ E E' 
31露

~ 
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31寧

~ ニニテ
B' 

SD14 

~ ロピ;?
335 

SD13 

1 7. 5YR2/l黒色土しまりややあり粘性ややあり
10YR3/3暗褐色土プロック20%含む

2 10YR3/2黒褐色土しまりややあり粘性ややあり
10YR4/4褐色土粒状に混じる

3 10YR5/4にぶい黄褐色土 しまりややあり粘性ややあり
10YR3/2黒褐色土プロック10%含む

1 10YR2/2黒褐色土 しまりややあり粘性ややあり
10YR4/2灰黄褐色土プロック20%含む
10YR4/4褐色土ブロック7%含む

0 1m 

（断面図： S=l/40) 

図34 SD13・14遺構図
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S D15・16 
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SD16 

1 5YR2/2 黒褐色土 しま りややあり 粘性ややあり
2 5Y2/1 黒褐色土しま りややあり 粘性ややあり
3 7. 5YR2/3 極暗褐色土 しまりややあり粘性ややあり

IOYRS/3 にぶい黄褐色土プロック20%含む

•H/

60 

fi.
 

/’ 

B 4 

31霞・

SD 
R) 

SD15 

゜
1m 

1 5YR2/2黒褐色士 しまりややあり粘性ややあり
2 5YR2/1黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
3 7. 5YR2/1黒褐色土しまりややあり 粘性ややあ り

7. 5YR5/4にぶい褐色土プロック7%含む
4 7. 5YR3/3暗褐色土 しまりややあり粘性ややあ り

7. 5YR5/4にぶい褐色土プロック40%含む

(S=l/80) 

C 
31. 10m 

c・ 

~ 
SD15 

I 5YRl.7/l黒色士 しま りややあり粘性ややあり
2 IOYRZ/2 黒褐色士 しまりややあり粘性ややあり
3 IOYR3/l 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

!OYR4/3 にぶい黄褐色土プロック30%含む
4 7. 5YR2/3 極暗褐色土 しまりややあり粘性ややあり

!OYR4/4 褐色士プロック7%含む

゜
1m 

(S=l/40) 

図35 S D15• 16遺構図
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A 
31. OOm 

i
 

三

I IOYR2/3黒褐色土しまりややあり
粘性ややあり植物遺体混じる

2 IOYR3/4暗褐色土しま りややあり

粘性ややあり
IOYR4/4褐色土粒状にやや混じる

B 
31. OOm 

R) 

~·-

1 10YR3/2黒褐色土しまりややあり

粘性ややあり
10YR4/4褐色土ブロ ック10%含む

C C' 
31寧

--..___J_~ ノー

1 10YR3/2黒褐色土しまりややあり
粘性ややあり

10YR4/4褐色土ブロック10%含む

0 1m 

@ ¥@¥¥ ー～ 匹 （断面図： S=l/40) 

◎ 

0 2m 

一（平面図： S=l/100) 

図36 S D17遺構図

◎〉
S D17 (遺構図：図 36、遺物図：図 44)

本遺構はIII層上面で検出し、周辺遺構との重複関係ではSA3より新しい遺構である。掘形は浅い

三角形状を呈し西側がやや深くなり、直線的に延びている。また、北端は収束するものと思われる。

現在の神社への道と方向が同じである。出土遺物は土師器が 7点、山茶碗が 3点、近世陶磁器が 14

点である。その内から 49~52 を掲載した。 49~51 は山茶碗で 12~13 世紀のものである。 52 は江戸時

代末期登窯の染付碗で、 本遺構の時期は江戸時代末期～近代と推定される。
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3 土坑．柱穴跡

S K4  (遺構固：図 37)

本遺構は、 III層上面において検出している。断面の形状は台形を呈し底面はほぼ平坦である。出土

遺物は無いが残存状況の良さから本遺構の時期を江戸時代と推定する。

SK  5 (遺構固：図 37、遺物図：図 44)

本遺構は、 III層上面において検出している。断面の形状は台形を呈し底面はほぼ平坦である。出土

遺物は弥生士器が 1点、山茶碗5点、士師器皿5点、近世陶磁器44点、近世以降の瓦 35点、近世士

師器 1 点、金属製品 36 点、上製品 3 点で、 61~69 を掲載した。 61 は江戸時代初期の陶器、 62~64 は

江戸時代後期の陶器、 65·66 は江戸時代後期の陶器の加工円盤、 67~69 は江戸時代末期の陶器である。

遺構の残存状況の良さと出士遺物から本遺構の時期を江戸時代末期と推定する。

SK  6 (遺構固：図 37、遺物図：図 44)

本遺構は、 III層上面において検出している。断面の形状は台形を呈し底面はほぼ平坦である。出土

遺物は中世陶磁器 1点、近世陶磁器2点、近世以降の瓦 1点で、火鉢 (70) を掲載した。出士遺物か

ら本遺構の時期を江戸時代と推定する。

SK  7 (遺構圏：図 37、遺物図：図 44)

本遺構は、 III層上面において検出している。断面の形状は台形を呈し底面はほぼ平垣である。出士

遺物は山茶碗 1点、近世土師器 1点、金属製品 1点が出土している。遺構の残存状況の良さから本遺

構の時期を江戸時代と推定する。

SK  8 (遺構図：図 37)

本遺構は、 III層上面において検出している。断面の形状は三角形を呈し、埋土内上部に石が入る。

出士遺物は須恵器が 2点、灰釉陶器が 1点、山茶碗が 1点、土師器皿 1点、士製品 l点である。遺構

の残存状況の良さから本遺構の時期を江戸時代と推定する。

SK  9 (遺構固：図 38)

本遺構は、 III層上面において検出している。掘形の形状は方形で断面の形状は方形のものが 2つ上

部でつながっている。出士遺物は弥生士器2点、須恵器 1点、灰釉陶器 1点、山茶碗 5点、近世士師

器 1点である。遺構の残存状況の良さから本遺構の時期を江戸時代と推定する。

S K10 (遺構圏：図 38)

本遺構は、 III層上面において検出している。底部はほぼ平らである。出士遺物は無いが、遺構の残

存状況の良さから本遺構の時期を江戸時代と推定する

SK  11 (遺構図：図 38)

本遺構は、 III層上面において検出している。掘形の形状は不定形で断面の形状は台形である。出土

遺物は灰釉陶器 1点、山茶碗 3点、士師器1IIl1点である。遺構の残存状況の良さから本遺構の時期を

江戸時代と推定する。

S K12 (遺構固：図 39)

本遺構は、 III層上面において検出している。掘形の形状は不定形で断面は緩やかに傾斜し、底部は

方形に平らになっている。 SK13に切られている。出土遺物は山茶碗の小破片が 1点のみである。遣
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1 lOYRZ/3 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり 10YR3/3 暗褐色土プロック30%含む
2 lOYRZ/1 黒色士 しまりややあり 粘性ややあり lOYRZ/3 黒褐色士プロック10%含む
3 10YR3/3 暗褐色士 しまりややあり 粘性ややあり 粒状炭化物わずかに混じる
4 10YR3/3 暗褐色士 しまりややあり 粘性ややあり lOYRZ/3 黒褐色士ブロック40%含む
5 lOYRZ/1 黒色士 しまりややあり 粘性ややあり 10YR4/2 にぶい黄褐色士プロック40%含む
6 10YR2/l 黒色士 しまりややあり 粘性ややあ り 10YR2/3 黒褐色士ブロ ック20%含む
7 10YR3/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり 10YR2/2 黒褐色土ブロック20%含む

8 10YR2/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり 10YR3/2 黒褐色土プロック 10%含む
9 10YR3/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあ り 10YR4/4 褐色土粒状に5%混じる
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1 lOYR2/2 黒褐色土 しまりややあり
粘性ややあり

lOYR3/4 暗褐色土粒状にわずかに混じる

S K4礫検出状況図
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l 10YR2/2 黒褐色士しまりややあり粘性ややあり

10YR4/4 褐色土粒状に混じる
2 10YR2/2 黒褐色土しまりややあり 粘性ややあり

10YR4/4 褐色土プロック40%含む
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I IOYR2/2 黒褐色士 しまりややあり

粘性ややあり
IOYR3/3 暗掲色士ブロック20%含む
IOYR4/4 掲色士粒状に10%含む
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粘性ややあり
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図38 SK  9-11、SP19遺構図
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1 10YR3/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあ り
10YR3/3 暗褐色土ブロック20%含む

2 10YR2/3 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあ り
10YR3/2 黒褐色土プロック20%含む

3 10YR3/4 暗褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
l0YR2/3 黒褐色土プロック30%含む

4 10YR3/4 暗褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
5 10YR2/1 黒色土 しまりややあ り 粘性ややあり

10YR2/2 黒褐色土ブロック30%含む
6 10YR3/4 暗褐色土 しまりややあ り 粘性ややあり

10YR4/4 褐色土ブロック40%含む
7 10YR3/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあ り

10YR4/3 にぶい黄褐色土ブロ ック30%含む
8 10YR4/4 掲色土 しま りややあり 粘性ややあ り

10YR3/2 黒褐色土プロ ック30%含む
9 l0YR2/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

l0YR3/4 暗褐色土プロ ック40%含む
10 10YR3/4 暗褐色土 しまりややあ り 粘性ややあり

10YR4/4 褐色土プロ ック20%含む
11 10YR4/4 褐色土 しま りややあ り 粘性ややあり

10YR3/3 暗褐色土プロック20%含む
12 10YR2/l 黒色土 しまりややあり 粘性ややあり

10YR2/2 黒褐色士ブロック10%含む
13 10YR4/4 掲色土 しまりややあり 粘性ややあ り

10YR2/l 黒色土プロック30%含む

SK12 

l IOYR2/3 黒褐色士 しまりややあり 粘性ややあり
IOYR3/2 黒褐色士ブロック20%含む

2 IOYR3/3 暗褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

3 !OYR3/4 暗褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
!OYR2/3 黒褐色土プロック20%含む

4 !OYR3/4 暗褐色土 しまりややあり 粘性ややあ り
!OYR2/2 黒褐色土プロック40%含む

5 !OYR3/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
IOYR4/3 にぶい黄褐色土プロック20%含む

6 IOYR2/3 黒褐色士 しまりややあり 粘性ややあり

IOYR4/3 にぶい黄褐色土プロック10%含む
7 IOYR4/4 褐色土 しま りややあり 粘性ややあ り

IOYR3/2 黒褐色土ブロック10%含む
8 IOYR2/l 黒色土 しまりややあり 粘性ややあり

!OYR2/2 黒褐色土プロック30%含む
9 IOYR3/4 暗褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

IOYR4/4 褐色土プロック20%含む
10 IOYR2/3 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

IOYR3/3 暗褐色土プロック20%含む
11 IOYR2/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあ り

IOYR3/4 暗褐色土プロック40%含む
12 IOYR2/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

IOYR3/2 黒褐色土ブロック30%含む
13 IOYR3/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあ り

IOYR3/4 暗褐色土プロ ック20%含む

!OYR4/4 褐色土粒状にわずかに混じる ° 1m 

図 39 S K12遺構固

(S=l/40) 
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SK13 

I lOYR3/2 黒褐色土 しま りややあり
粘性ややあり

lOYR2/3 黒褐色土粒状に20%含む
10YR4/4 褐色土細かな粒状に混じる

粒状炭化物やや混じる

2 10YR3/3 暗褐色土 しまりややあり 3 10YR3/4 暗褐色士しまりややあ り
粘性ややあり 粘性ややあ り

10YR3/2 黒褐色土ブロ ック20%含む 10YR3/2 黒褐色土プロック20%含む
10YR4/4 褐色土細かな粒状にわずかに混じる
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ー E
 

~ 
SP20 SP21 

゜
1m 

l IOYR2/l 黒色土 しまりややあり 粘性ややあり
IOYR4/4 褐色土粒状に混じる

2 IOYR2/l 黒色土 しまりややあり 粘性ややあり
IOYR3/2 黒褐色土ブロック30%含む
IOYR4/4 褐色土粒状に混じる

3 IOYR4/2 灰黄褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

IOYR3/2 黒褐色土ブロック20%含む
!OYR4/4 褐色土粒状に混じる

1 10YR2/2 黒掲色土

しまりややあり
粘性ややあり

(S=l/40) 

図40 S K13、sP 20・21遺構図
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＼＂口上
31 ;:,.;-'¥ニ／土

SK15 

1 10YR2/2 黒褐色土しまりややあり
粘性ややあり

10YR3/4 暗褐色土ブロック5%混じる

I~ ロ E
 

i
 

i
 

埠
；；； 

i !I! ll~ltil!1~\~~i: 31~ 伽 ：
SK14 IOYR2/l 黒色土プロック20%含む

IOYR4/4 褐色土粒状に混じる

1m 

1 10YR3/3 暗褐色土 しまりややあ り
粘性ややあり

10YR4/4 褐色土プロ ック40%含む
2 10YR2/2 黒褐色土 しまりややあり

粘性ややあり
10YR4/3 にぶい黄褐色土プロック

5%混じる゜ (S=l/40) 

図41 SK14-16遺構図

構の残存状況の良さから本遺構の時期を江戸時代と推定する。

S K13 (遺構図：図 40、遺物図：図 44)

本遺構は、 III層上面において検出している。掘形の形状は方形で断面の形状は台形である。出土遺

物は土師器9点、山茶碗 16点、中世陶器 1点、土師器皿2点でその内の 72を掲載した。72は大窯の

第 1段階か第2段階の灯明皿である。遺構の残存状況の良さから本遺構の時期を江戸時代と推定する。

S K14 (遺構図：図 41)

本遣構は、 III層上面において検出している。 掘形の形状は楕円形で断面の形状は台形、深さは lm

ある。土層の堆積はほぼ平行である。出土遺物は弥生土器が 2点である。遺構の残存状況の良さから

本遺構の時期を江戸時代と推定する。

SK15・16(遺構図：図 41、遺物図：図 44)

本遺構は、 III層上面において検出している。掘形の形状は楕円形で断面の形状はSK15が台形、 S

K16が三角形である。遺構の残存状況の良さから本遺構の時期を江戸時代と推定する。
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SP22 SP23 

SP24 

~ 三
N @__L 

1 lOYRZ/3 黒掲色土 しまりややあり 粘性ややあり
10YR3/3 暗掲色土プロ ック30%含む

2 lOYRZ/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
10YR3/2 黒褐色土プロ ック20%含む

10YR4/4 褐色土プロック10%含む
3 10YR4/2 灰黄褐色土しまりややあり 粘性ややあり

10YR3/2 黒褐色土ブロック20%含む
4 10YR3/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

10YR3/4 暗褐色土プロック30%含む

~/ 

N ◎上

I 5YR3/I 黒褐色土しまりややあり 粘性ややあり
2 7. 5YR3/I 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

IOYRS/4 にぶい黄褐色土ブロック3%含む
3 IOYR3/I 黒褐色土 しま りややあり 粘性ややあり

lOYRS/2 灰黄褐色土ブロック20%含む
4 10YR3/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり

10YR4/2 灰黄褐色土プロック30%含む

1 10YR2/3 黒褐色土しまりややあり
粘性ややあり

2 10YR3/3 暗褐色土しまりややあり
粘性ややあり

＇ 
6) s N

 

31~ 丁上
SP25 

N S 
31. OOm 

丁丁
SP26 

30晶□上
I 

1 10YR2/3 黒褐色土しまりややあり
粘性ややあり

10YR4/3 にぶい黄褐色土ブロック
20%含む

SP27 

@) N 

~ 
I 7. 5YR2/l 黒色土しまりあり

粘性ややあり
IOYR4/3 にぶい黄褐色土

ブロック7%混じる

1 10YR2/2 黒褐色土しまりややあり
粘性ややあり

10YR3/2 黒褐色土プロック30%含む
10YR4/3 にぶい黄褐色土ブロックto%含む

s
 

~/ 

N~〗ぃ N @ S 

文

心ロ_J!_

SP28 

31三ァ S

SP29 

,,y, 
SP30 

I IOYR2/2 黒褐色土しまりややあり
粘性ややあり

IOYR5/4 にぶい黄褐色士プロック10%含む

゜
lm 

1 10YR2/3 黒褐色土しまりややあり
粘性ややあり

10YR3/4 暗褐色土ブロック7%混じる
2 10YR3/2 黒褐色土しまりややあり

粘性ややあり
10YR4/4 褐色土粒状にやや混じる

1 10YR2/2 黒褐色土しまりややあり
粘性ややあり

10YR4/2 灰黄褐色土ブロック20%含む
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土しまりややあり

粘性ややあり
10YR3/2 黒褐色土プロック10%含む

(S=1/40) 

図43 SP22 -30遺構図 (2)

SP 19 (遺構図：図 38)、SP20・21 (遺構図：図 40)、SP 22-30 (遺構図：図 42・43)

本遣構は、 III層上面において検出している。 SP19は柱穴下端が 15cm前後で深さが 79cmある。 出

土遺物は山茶碗が2点、土師器皿が 1点である。 SP20・21からは出土遺物が無い。 SP 22"-'30の中

には柱穴下端が 20cm前後で深さが 40cm前後のものがある。出士遺物はSP22・23・27から士師器が

出土している。これらの遺構は残存状況がよいため、本遺構の時期を江戸時代と推定する。
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図44 SD13-15•17,SK5-7•13•15 出土遺物
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2 10YR6/6 
10YR3/3 

3 10YR3/3 

0
9
 

1 10YR3/4 暗褐色土 しまりややあり

粘性ややあり 角礫を含む
明黄褐色粘土 しまりあり
暗褐色土ブロック30%含む
暗褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
角礫を含む鉄分混じる

4 10YR3/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
微砂粒状炭化物を含む
黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
暗褐色土プロック20%含む

黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあ り
黒色土プロック10%含む
黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
微砂を多く 含む 粒状炭化物わずかに混じる

8 10YR3/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあ り
10YR4/2 灰黄褐色土ブロ ック10%含む

粒状炭化物やや混じる
黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
黒褐色土ブロック20%含む
黒褐色土ブロック10%含む
粒状炭化物多く混じる
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5 10YR2/2 
10YR3/3 

6 10YR3/2 
10YR2/2 

7 10YR3/2 

9 10YR3/2 
2. 5Y3/2 
10YR2/2 

1m 

゜ (S=l/40) 
01 

S K17追構図 (1)図45
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S K17 遺物出土状況
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図46 S K17遺構図 (2)

SK17・18 (遺構図：図 45-48、遺物図：固 49-57)
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(S=l/40) 

本遺構は、 III層上面において検出している。 SK17•18 は士層断面より、ほぼ同時期に一度に埋め

られていると考えた。掘形の形状は不定形で断面の形状は南北方向が 2段の掘り込み、東西方回は緩

やかに傾斜し西側がやや深い三角形である。北端に口径約 50cmの常滑の甕が埋められており、甕の周

囲には瓦片を入れて甕を固定している。甕の内部の埋士には少礫が混じり、一度に埋められているよ

うである。上坑の北側はやや浅く底部が平らで、甕はその底部に据えられている。底部平坦面には鋤

のような道具痕がある。甕の南には上部に石組みがある。石組みの下の士坑底部には灰白色の粘士が

堆積し、臭いがあった。また、甕内の士を掘り出す時にも強い臭いがあった。 SKI7・18はトイレ遺構

の可能性を考えたが、醸造遺構の可能性も考えられる。北調査区から 248・254の墨薯上器が出土して

いることからも醸造遺構の可能性があると考える。

S K17から出士した遺物は 538点で、弥生士器6点、山茶碗 18点、中世陶磁器2点、士師器皿 7

点、近世陶磁器 302点、瓦器 11点、近世士師器7点、瓦 170点、石臼 1点、寛永通賓2点等で 74,-...,

114を掲載した。江戸時代後期～末期の陶磁器が多く、完形の常滑の甕は 19世紀のものと思われる。

S K18から出上した遺物は 335点で、山茶碗 14点、土師器皿4点、近世陶磁器 159点、瓦器 11点、

近世士師器5点、近世以降の瓦 132点で 115,......,162を掲載した。ほとんどが江戸時代後期～末期の陶磁

器である。 SK17·18 からは灯明1IIl ・湯呑• 練鉢などの陶器、火鉢• 十能などの瓦器、常滑の規炉•

規炉の目皿などが多く出上している。近世陶磁器の肥前のものが SK17から 18点、 SK18から 14

点出士しており、 91湯呑、 118鉢、 132仏飯具、 134小杯、 135鉢を掲載した。 76は古瀬戸の梅瓶で

14世紀のものである。出土遺物から本遣構の時期を江戸時代末期～明治時代と推定する。
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1 10YR3/2 黒褐色士 しまりややあり 粘性ややあり
2. 5YR3/2 黒褐色士ブロック30%含む
10YR4/3 にぶい黄褐色土ブロック10%含む

粒状炭化物やや混じる
2 10YR3/2 黒褐色土 しまりややあ り 粘性ややあり

2. 5YR3/2 黒褐色土プロック30%含む
7. 5YR4/6 褐色土粒状に7%混じる

3 10YR3/2 黒褐色士 しまりややあ り 粘性ややあり
lOYRZ/2 黒褐色士ブロック20%含む

4 lOYRZ/2 黒褐色士 しまりややあり 粘性ややあり
10YR3/2 黒褐色士ブロック20%含む

5 10YR3/2 黒褐色士 しまりややあり 粘性ややあり
10YR3/2 黒褐色士ブロック20%含む
lOYRZ/2 黒褐色土ブロック10%含む 粒状炭化物混じる

I IOYR3/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
7. 5YR3/2 黒褐色土プロック30%含む
!OYR4/3 Iこぶい黄褐色土プロック LO%含む 粒状炭化物やや混じる

2 !OYR3/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
7. 5YR4/6 褐色土粒状に30%含む
7. 5YR3/2 黒褐色土プロ ック10%含む
IOYR2/3 黒褐色土プロ ック10%含む

3 IOYR3/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
10YR2/2 黒褐色士ブロック20%含む

7. 5YR4/6 褐色士粒状に7%混じる
4 10YR3/2 黒褐色士 しまりややあり 粘性ややあり

2. 5YR3/2 黒褐色士プロック20%含む
7. 5YR4/6 褐色土粒状に7%含む 粒状炭化物多く混じる

5 10YR2/3 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
2. 5YR3/2 黒褐色土プロック20%含む
10YR3/3 暗褐色土プロック10%含む

6 10YR3/2 黒褐色土 しまりややあり 粘性ややあり
2. 5YR3/2 黒褐色士プロ ック20%含む
10YR2/2 黒褐色士プロック10%含む粒状炭化物多く混じる
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4 撹乱からの出土遺物

KA1-7 (遺構図：図 58、遺物図：図 59-65)

KA1~7 は南調査区で検出している。 KA1~6 は南調査区北端にあり、 周辺には江戸時代末期

～明治時代の SK17・18がある。 KA7は南調杏区のほぼ中央に位置する。

KAlからは近憔陶磁器が 2点、近世以降の瓦が 1点、明治時代以降の陶磁器 1点等が出上してい

る。 163・164を掲載した。 163は江戸時代の陶器片で底部外面に墨書がある。

KA2からは士鈴 1点、近世陶磁器44点、近世以降の瓦6点、常滑 11点、煙管 1点、明治時代以

降の陶磁器 37 点等が出土している。 165~176 を掲載した。

165 は士鈴、 166~171 は江戸時代後期から末期の陶器で甕、

広東茶碗、練鉢、擢鉢である。 172は常滑の甕、 173は常滑

の燒炉か移動式鼈のようなものと思われる。

KA3からは近世陶磁器 36点、近世以降の瓦2点、常滑

11点、明治以降の陶磁器 78点、砥石 1点等が出士してい

る。182は明治時代の徳利で、釉薬で文字が書いてあり、

地名の芥見とも読め、 口屋と店の名が書いてある ようであ

る。

KA4からは山茶碗 14点、土鈴7点、土錘2点、土人形

1点、近世陶磁器 157点、明治時代以降の陶磁器 185点、

常滑 32点、焙烙鍋がほぼ完形で 1点、近世以降の瓦 10点、

砥石2点、煙管 1点等が出土している。185,-..,222を掲載し

た。 188は安士・桃山時代の志野の鉢である。近世の陶磁

器の中には肥煎のものが 18点、出士してお り、 189・190

紅小皿、 191湯呑、 192丸碗、 193鉢である。江戸時代末期

の陶磁器が多く 、199,-..,204灯明皿、207・208小瓶、209は

完形の徳利、 210はほぼ完形の揺鉢で、遺物の残りが良く

灯明皿が多く出土している。

KA5からは土鈴が 3点、近世陶磁器29点、明冶時代以

降の陶磁器 10点等が出土している。 223,-..,226を掲載した。

224は江戸時代末期の灯明皿、 225は火入である。

KA6からは灰釉陶器 1点、土師器皿 1点、近世土師器

1点が出土している。 227は灰釉陶器の段皿でH-72号窯式

期のものである。

KA7からは弥生土器 17点、山茶碗 9点、土師器皿2点、

近世陶磁器3点、常滑2点、焙烙鍋 1点等が出上している。

228は江戸時代前期の反皿、229は焙烙鍋で江戸時代のもの

と思われる。

KA15 

0 20m 

(S=l/600) 

図58 KA 1 -19遺構図
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KAS-19(遺構図：図 58、遺物図：図 65-72)

KA  8 "-'19 は北調査区で検出している。 KA8·9 は南西端にあり、 KAlO•ll は S D13近く、

KA12・16はほぼ中央、 KA13"-'15、17"-'19は南東端に位置する。 KA16は北調杏区の北にあった

という池から、池の水を段丘下に流すための溝である可能性が高い。

KA8からは近世陶磁器8点、明治時代以降の陶磁器 1点、常滑 1点、近世以降の瓦 2点等が出士

している。 230は反胴で江戸時代末期のものである。

KA9からは須恵器 1点が出上している。 232は7世紀末"-'8世紀代の須恵器で無台坪である。

KAlOからは近世陶磁器4点、明治時代以降の陶磁器 1点、常滑2点、近世以降の瓦 10点等が出

土している。 233は常滑の蚊遣りで江戸時代のものと思われる。

KAllからは須恵器3点、近世陶磁器 21点、明治時代以降の陶磁器 76点、瓦器2点、常滑8点、

近世以降の瓦 32点、近世士師器2点等が出士している。江戸時代末期のものがほとんどで 235"-'247

を掲載している。練鉢が多い (236"-'238)。240は常滑の蚊遣りで江戸時代のものと思われる。

KA12からは近世陶磁器 10点、明治時代以降の陶磁器 32点、常滑4点、瓦器 l点、近世以降の瓦

12点等が出士している。江戸時代末期のものがほとんどで 248"-'252を掲載している。 248は江戸時代

末期の片口鉢で体部下部外面にタマリロとロワタの墨書が、底部外面にやね冠に力の根書がある。

KA13からは須恵器2点、近世陶磁器4点、常滑9点、明治時代以降の陶磁器6点等が出土してい

る。 253は9世紀飢葉の須恵器の摘み蓋である。 254は江戸時代末期の片口鉢で体部下部外面にイワタ

の墨書が、底部外面にやね冠に力の墨書がある。

KA14からは近世陶磁器が 18点、常滑4点が出上している。 255・256は江戸時代の肥前の磁器1IIl

である。 257・258は明治時代の磁器であるが、 257は底部内面に 258は底部外面に「最上臨油美濃稲

葉郡岩村矢島醸造」と文字がある。岩郷土誌の資料6に、昭和初期～昭和 20年に飛騨街道沿いに矢島

商店（味噌、たまり製造）とある。 248・254にあるような、やね冠に力でヤマカという記号も入って

いる。

KA12出土の 248、KA13出土の 254、KA14出土の 257・258から、岩田には江戸時代末期から

昭和まで続くタマリの醸造所があったようである。

KA15からは近世陶磁器が 4点、明治時代以降の陶磁器 42点が出士している。 261は江戸時代後期

の卸皿である。

KA16からは須恵器が 6点、近世陶磁器 12点、近世以降の瓦 3点、近世土師器4点、明治時代以

降の陶磁器 73点等が出士している。 262は7世紀後葉の平瓶、 263は江戸時代後期の卸皿、 264は江

戸時代の磁器で台、 265は江戸時代末期の練鉢、 266は焙烙鍋である。



74 第3章 調査の成果

KAI 

汀 163

三：
KA2 

色△
三65

、 三

~ . 
~ 

゜
(164:S=l/4) 

171 

図59 K A 1• K A 2 (1)出土遺物



KA2 

第6節 近世以降の遺構と遺物 75 

172 

゜
20cm 

(172, 173:S=l/6) 

＼ニ一 -:-.;:__;:二］~ ーロ
゜

10cm 

(174:S=l/3) 

い`ーアニー ◎-
I ， 175 

176 

゜
10cm 

゜
5cm 

(175:S=l/4) (176:S=l/2) 

図60 KA2 (2) 出土遺物



76 第 3章調査の成果

KA3 

こ 三7 三

｀ 

~ 

I 

蕊鴫寧藍-------;-~fi:. 
0 10cm 

(183:S=l/4) 

゜
10cm 

(S=l/3) 

184 

0 5cm 

一(184:S=l/2) 
図61 KA 3出土遺物



第6節 近世以降の遺構と遺物 77 

@) ( R,., 

三 97

ご言二号。1

~

193 

w 
⇔二戸

198 
~9 

~02 

｀ 

二□

叉
200 

こ
204 

.. i .. ~ 

~ 207 

ぃ08

5cm 
;I 

10cm 

(S=l/3) ヤ――—,--・—- ← — I 209 

図62 KA4(1) 出土遺物



78 第3章調査の成果

KA4 

□ 

10cm 

図63 KA 4 (2)出土遺物



KA4 

215 

I I 
I I ゞ ド

-.¥ / 
蘭I II I I 
! ¥ 

~: 
I 217 

／二ニ二二／

c-[_ニニ222

0 5cm ― (220,221,222;s=112) 

図64 KA 4 (3) 出土遺物

第6節近世以降の遺構と遺物 79 

らロー一

ふ r ロ

218 

ーーク・エヂ,-1 219 



又
224 

80 第 3章調査の成果

KA5 

KA6 

＼ 

225 

KA7 

＼ こ

~ 
KA8 

KA9 

~~232 

KA10 

（へ〗

ニ229 

口231 

[r;34 

゜
10cm 

(231 ,234:S=l/4) 

゜
10cm 

図65 KA 5 -KA 10出土遺物
(S=l/3) 



KAll 

＼二

第6節 近世以降の遺構と遺物 81 

・ ― ---一—----··一

.J
 

1
‘
 c:=::::/ 

238 

゜
10cm 

(S=l/3) 

図66 KA 11 (1) 出土遺物



調査の成果第 3章82 

》`
,----ヽ， ， ， ' ヽ

， 
、----#'---

242 

＼
＼
」

243

‘,̀ 

240 

9
9
9
 

,＇ 

F

,

’,' 

-

,

'

‘

9
9
9
9
9
9
9
_
J
 

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

一

9
9
9
9
 9
9
9
9
9
9
9
9ヽ

KAil 

□
□
日
ロ

日

U

245 

こニニニコ
I 

10cm 

゜

I I 

10cm 

20cm 

゜

(243,244,246,247:S=l/4) 

(240,241,242:S=l/3) ゜

I
 

246 

(245:S=l/6) 247 

KA 11出土遺物図67



KA 12 

248 

（＼  

'--./ 

）
 

（

）

 
／ーヽ

250 

' 

251 

KA 13 

~ 
253 

゜
図68 KA 12• 13出土遺物

第6節近世以降の遺構と遺物 83 

D
 

249 

戸
〗252 

254 



84 第 3章調査の成果

KA 14 

ロニロ口一
が一

uz ~ 
258 

KA 15 

KA 16 

□ 2 
I 

261 

4
 

6
 

2
 

箭ニ和

263 

□
266 

物遺土出、
)
,

ー、.c-、6
 

ーA
 

k
 

～
 

4
 

ーA
 

k
 ，

 

6
 

図

二
10cm 

(S=l/3) 



第6節近世以降の遺構と遺物 85 

KA 16 

ーロ ーロ
267 268 

~ 
269 

270 
KA 17 

271 

0 10cm 一(267,268:S=l/4) 0 10cm 

(S=l/3) 

-―-----
／ 
，- -------, -ー

' /-
¥ --一/_
'/  / 

---'――ニ―-

272 

図70 KA 16 (2) -KA 17出土遺物



86 第 3章調査の成果

KA 18 

~3 ~ 二二二孟

二，

ご 75 二こ 276

~m. 

゜
10cm 

図71 KA  18出土遺物 (S=l/3) 

KA17からは近世陶磁器 16点、常滑3点、近世以降の瓦 7点、近憔土師器 1点、明治時代以降の

陶磁器 17点等が出士している。 271は江戸時代後期の反胴、 272は江戸時代末期の練鉢である。

KA18からは近世陶磁器が 29点、常滑3点、近世以降の瓦 2点、明治時代以降の陶磁器 123点等

が出土している。 273は江戸時代後期の摺絵皿、 277・278は江戸時代の肥前の碗である。 283は明治

時代の徳利で外面に釉薬で文字が書かれている。

KA19 からは近世陶磁器 27 点、常滑 10 点、明治時代以降の陶磁器 82 点等が出士している。 284~

287は肥前の皿で江戸時代のものである。
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第 7節包含層出士の遺物

1 包含層出土遺物

包含層から出土した遺物は縄文時代の石器、弥生上器、上錘、土師器、須恵器、灰釉陶器、山茶碗、

伊勢型鍋、青磁•白磁、中世陶器、近世陶磁器、常滑、焙烙鍋、近世以降の瓦、明治時代の陶器、瓦

器、石硯、金属製品がある。

包含層から出土した縄文時代の石器は、草創期の有説尖頭器 (295) とスクレイパー (296) と、前

期の石鏃 (297) と時期のわからないフレイク・磨製石斧がある。

包含層から出土した弥生土器は 162点で、中期中葉以前のものが 1点 (300)、中期中葉中部高地栗

林式のものが 1 点 (302) 、中期中葉貝田町式のものが 5 点 (306~310) 、中期後葉高蔵式のものが 2

点 (311·312) 、中期のものが 4 点 (301 、 303~305) を掲載した。

包含層出士から出士した須恵器は 214点で、そのうちの 7世紀後葉美濃須衛産の返り 蓋 (318)・ 低

脚高坪 (319) • 平瓶 (320) 、 8 世紀末~g世紀猿投産の長頸壺 (321) 、 9 世紀前莱美濃須衛産の有

台坪 (322) を掲載した。

包含層から出土した灰釉陶器は 63点で、 0-53号窯式期の碗が 1点、 H-72号窯式期の碗が 2点・ 皿

1点・瓶類 1点で、百代寺窯式期の碗 (328) • 小碗 (329) • 片口鉢 (330) を掲載した。

包含層から出土した山茶碗は 548点で、寒洞 1号窯式期の碗 (332・333) ・皿 (334)、白士原 1号

窯式期の皿 (335)明和 1号窯式期の碗 (336)、大畑大洞4号窯式期の皿 (337) を掲載した。

包含層から出土した中世陶磁器では、青磁・白磁が4点出土し、青磁 (339・340)・ 白磁 (341・342)

を掲載した。古瀬戸の陶器は包含居から 21点出士し、前期の四耳壺 (343)、中期の柄付片口 (344)、

後期の天目台 (346)、卸皿 (347)、揺鉢 (348)を掲載した。大窯第3段階の灯明皿2点 (351・352)

がSH1・SH2付近の包含層から出土している。

包含層から出土した近世陶磁器では、肥前産の陶磁器が 23 点出土し、紅小皿・皿など 356~362 を

掲載した。江戸時代後期の陶磁器が 368 点出士し、 353~355 、 363~385 を掲載した。焙烙鍋が 27 点

出土し、 388~390 を掲載した。 近世以降の瓦は 176 点出上し、 391~402 を掲載した。 金属製品は 22

点出土し、 408~411 を掲載した。

写真 10 南調査区包含層掘肖lj風景 写真 11 北調査区調査風景
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表7 出土遺物一覧表 (1)

縄文 弥生
士師器 須恵器

灰釉
山茶碗

中世 近世
常滑 瓦器

中世 近世 近世以 石器・ 金属 士製
合計

遺構名 土器 士器 陶器 陶磁器 陶磁器 土師器 土師器 降の瓦 石製品 製品 品

SZI南溝 1 1 2 

SZI北溝 41 1 3 1 2 3 51 

szz 15 3 3 1 2 24 

SAIPI~9 

゜SA2Pl 

゜SA2P2 

゜SA2P3 

゜SA2P4 

゜SA3Pl 

゜SA3P2 

゜SA3P3 

゜SA3P4 

゜SHIPI 1 1 2 

SHIP2 

゜SH1P3 1 1 

SHIP4 

゜SHZPI 1 1 2 

SH2P2 

゜SH2P3 

゜SH2P4 

゜SDI 1 3 2 6 

SD2 1 2 3 

SD3 

゜SD4 

゜SD5 4 8 5 1 2 1 21 

SD6 1 1 1 3 

SD7 

゜SD8 2 1 3 

SD9 3 6 2 5 54 ， 5 63 2 1 3 153 

SDIO 1 3 4 

SD11 1 1 

SD12 2 2 4 

SD13 1 8 1 10 

SD14 1 5 1 2 2 11 

SD15 1 1 2 

SD16 1 1 

SD17 7 3 10 1 21 

SD18 14 6 2 22 

SD19 

゜SKI 

゜SK2 1 1 

SK3 

゜SK4 

゜SK5 1 5 38 6 5 1 35 2 36 3 132 

SK6 1 2 1 4 

SK7 1 1 1 3 

SK8 2 1 1 1 1 6 

SK9 2 1 1 5 1 10 

SKIO 

゜SKll 1 3 1 5 

SK12 1 1 

SK13 4 ， 1 16 1 1 2 2 36 

SK14 2 2 

SK15 1 1 

SK16 

゜SK17 6 2 3 3 18 2 271 31 11 7 7 170 2 4 1 538 

SK18 1 5 14 139 20 11 4 5 132 1 3 335 

SK19 1 1 

SK20 

゜SK21 1 2 3 
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表8 出土遺物一覧表 (2)

縄文 弥生
士師器

遺構名 土器 土器

SK26 

SK27 

SK36 

SK41 

SK42 

SK57 

SK63 

SK66 1 

SK69 1 

SK70 

SK81 3 

SK85 3 

SK86 

SK89 

SK90 

SKllO 

SK117 

SP2 

SP5 1 

SP19 

SP22 1 

SP23 1 

SP27 1 

SP41 2 

SP60 

SP66 

SP124 

SP216 

遺構小計 1 48 40 

I層

II層 2 137 68 

KAl 

KA2 1 

KA3 1 

KA4 5 

KA5 1 

KA6 

KA7 17 

KAS 

KA9 

KAlO 

KAll 1 

KA12 

KA13 

KA14 

KA15 

KA16 1 

KA17 

KA18 

KA19 1 

包含層・撹乱小計 2 162 71 

合計 3 267 115 

須恵器

1 

1 

28 

194 

2 

5 

1 

1 

3 

2 

6 

214 

242 

灰釉
山茶碗

中世 近世

陶器 陶磁器 陶磁器

1 

1 

1 

1 

2 

3 

1 

1 

1 1 

1 

1 

1 

2 

24 161 8 481 

54 504 31 501 

2 

44 

10 1 36 

6 14 157 

1 11 1 29 

1 ， 3 

4 

4 

1 21 

10 

4 

18 

4 

12 

16 

29 

27 

63 548 33 921 

87 716 41 1403 

常滑 瓦器
中世 近世 近世以 石器 ・ 金属 士製

合計士師器 土師器 降の瓦 石製品 製品 品

1 

1 

1 

1 

1 

2 

3 

2 

1 

1 

1 4 

3 

2 

1 

1 1 

1 

1 2 

1 

1 

1 3 

1 

1 

1 

2 

1 1 

1 1 

1 1 

1 1 

64 23 92 17 339 12 41 11 1390 

1 1 

178 15 148 52 88 18 11 18 2019 

1 1 4 

11 1 6 1 1 65 

11 2 1 2 3 2 71 

32 l 2 7 10 19 6 10 274 

2 10 1 3 60 

1 1 3 

2 2 1 34 

1 2 7 

1 

2 10 16 

8 2 2 32 70 

4 1 12 27 ， 15 

4 1 23 

4 

18 4 3 44 

3 1 1 7 28 

3 2 34 

10 1 1 40 

298 23 165 69 176 40 22 33 2840 

362 46 260 86 515 57 63 44 4307 
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表9 遺構観察表(1)

地区
掲

P•SK·SD等 切り合い関係 況 俣 ¥m)

遺構名 大区南北東西 載 平面堆積ご く切られる ＞切る
長軸 長軸 短軸 短軸 深さ 備考

上端 下端 上端 下端 高さ

SZl C5 1 20 

゜
b4 ウ 11. 35 11. 00 (1. 85) (0. 95) 2 40 南周溝

SZl C6 j 01 

゜
b3 工 (4. 32) (3. 90) 2. 81 1. 54 0.40 北周溝

SZ2 C6 f 01 

゜
a 工 くSK66 (5. 60) (5. 42) 0.47 0. 31 0. 13 

SH1Pl C6 f 02 

゜
l a ウ 0.34 0. 10 0. 25 0. 10 0.41 

SH1P2 C6 f 02 

゜
l b2 ウ 0.39 0. 23 0. 37 0. 07 0. 50 柱当たり痕跡

SH1P3 C6 g 02 

゜
l a ゥ 0.29 0. 17 0. 28 0. 09 0. 39 

SH1P4 C6 g 02 

゜
l a ゥ 0.36 0. 10 0. 29 0. 09 0. 57 

SH2Pl C6 f 02 

゜
I C ウ 0.46 0. 08 0. 26 0. 10 0 44 柱痕跡

SH2P2 C6 f 03 

゜
l b4 力 0.26 0. 12 0. 21 0. 06 0 50 柱当たり痕跡

SH2P3 C6 g 02 

゜
l a 工 0.30 0. 06 0. 27 0. 06 0.40 柱当たり痕跡

SH2P4 C6 g 03 

゜
l a ゥ 0.30 0. 09 0. 28 0. 09 0. 38 

SAlPl C5 d 20 

゜
l a ア 0.52 0. 25 0. 11 

SA1P2 C5 d 20 

゜
l a 工 0.35 0. 15 0. 15 

SA1P3 C5 e 20 

゜
l a 工 0.37 0. 21 0. 18 

SA1P4 C5 e 20 

゜
l a 工 0.38 0. 22 0. 12 

SA1P5 C5 e 20 

゜
l a ア 0.26 0. 11 0 11 

SA1P6 C5 e 20 

゜
l a ア 0.26 0. 11 0 08 

SA1P7 C5 e 20 

゜
l a 工 0.32 0. 15 0. 09 

SA1P8 C5 e 20 

゜
l a ア 0.41 0. 23 0.09 

SA1P9 C5 e 20 

゜
l a ア 0.31 0. 15 0. 12 

SA2Pl C6 f, g 02 

゜
l a ゥ )SP55 0.24 0. 08 0. 22 0. 07 0. 31 柱当たり痕跡

SA2P2 C6 g 02 

゜
l a ゥ 0.24 0. 07 0. 22 0. 06 0.41 

SA2P3 C6 g 02 

゜
l a 工 0.20 0. 08 0. 19 0. 07 0. 30 

SA2P4 C6 g 02 

゜
1 a 工 0.25 0. 09 0. 23 0. 11 0 41 

SA3Pl 86 m 04 

゜
l C 工 0.35 0. 15 0. 34 0. 19 0 74 

SA3P2 B6 m 04 

゜
l a 工 0.37 0. 14 0. 34 0. 10 0. 67 

SA3P3 B6 m 05 

゜
l a 工 0.33 0. 20 0. 31 0. 15 0. 36 柱当たり痕跡

SA3P4 86 n 05 

゜
l C 力 0.50 0. 30 0.41 0. 18 0.41 

SD1 C5 a, b 19, 20 

゜
a 工 くSD8, SD12 (21. 88) (21. 88) 1. 04 0. 86 0.21 

SD2 B5 t 19 

゜
b3 工 くKAl (1. 49) (1. 49) 1. 01 o. 77 0. 14 

SD3 C6 a, b 01 

゜
a 工 )SD12 (3. 60) (3. 60) 0. 63 0. 34 0. 24 

SD4 C6 C 01 

゜
a ア くSK9 (1. 11) (1. 11) 0. 53 0. 32 0 07 

SD5 C5C6 e-h 20,01 

゜
a ア くSP169 (18. 46) (18. 46) 0. 74 0. 38 0. 21 

SD6 C6 C 01 

゜
a ゥ くSD9 (1. 97) (1. 74) 0. 57 0. 37 0. 09 

SD7 C5 c,d 20 

゜
a ア (2. 33) (2. 07) 0. 35 0. 14 0. 08 

SD8 C5 b-d 19,20 

゜
1 a ク くSD9, SK30. 31 >SD1 (4. 07) (4. 07) (0. 35) (0. 18) (0. 10) 

>SKl, SK2, 
SD9 C6 C 01 

゜
b2 イ SK3, SK18, S06, (36. 20) (36. 20) 0. 60 0. 30 0. 78 

SD8 

SD10 C6 C 03 

゜
l a キ くKA4 4.36 4. 11 (0. 60) (0. 28) 0 29 

SDll C6 b 04 

゜
a 工 3.03 2. 78 0. 32 0. 29 0 09 

SD12 C6 b 01 

゜
a 工 くSD3, KA2 〉SD1 (5. 25) (5. 16) (0. 21) (0. 09) (0. 10) 

SD13 B6 e— j 01-04 

゜
a ウ くSD15 (28. 50) (28. 50) 1. 04 0. 57 0. 22 

SD14 B6 e-i 01-04 

゜
bl 工 23. 00 23.00 0. 50 0. 23 0. 16 

SD15 B6 j, k 01 

゜
b4 ウ )SD13 (11. 04) (10. 73) 1. 08 0. 31 0.48 

S016 B6 1 01 

゜
b2 ウ くKA16 (1. 81) (1. 81) 0. 55 0. 11 0. 22 

SD17 86 k-n 03-05 

゜
b2 ゥ (18. 69) (18. 69) 0. 53 0. 31 0. 21 

SD18 85・86 j,k 20, 01 

゜
b2 ゥ 4. 13 3.82 0. 84 0. 59 0 30 

SD19 B5・B6 I,j 20, 01 

゜
b2 ゥ 6. 32 6. 08 5. 59 5. 09 0 15 

SKl C5 d 20 

゜
2 a 工 くSD9 1. 27 1. 17 (0. 51) (0. 44) 0. 29 

SK2 C6 C 02 

゜
2 a ゥ くSD9 (1. 33) (0. 50) (0. 53) (0. 30) (0. 24) 

SK3 C5 C 20 

゜
a ウ くSD9 (0. 64) 0. 21 0. 51 0. 11 0. 20 

SK4 C5 a 19 

゜
I a 工 >SK22 1. 19 0. 86 0. 50 0. 18 0.49 

SK5 C6 C 05 

゜
I b3 工 I. 18 0. 70 1. 10 0. 82 0 94 

SK6 C6 b 04 

゜
I a 工 I. 14 0. 52 1. 05 0. 53 0 21 

SK7 C5 C 20 

゜
I bl 工 1. 77 1. 10 1. 37 0. 93 1. 06 

SKS C5 C 20 

゜
I a ウ 1. 14 0. 59 1. 06 0. 59 0. 28 

SK9 C5,C6 C 20, 01 

゜
2 a キ >SD4 2.25 1. 95 (2. 16) (1. 80) 0. 35 

SKlO C6 d 01 

゜
4 a 工 >SK40 0.84 0. 68 0. 48 0. 29 0. 20 

SKll C6 d 04 

゜
2 a 工 2.00 1. 72 0. 89 0. 65 0. 28 

SK12 C6 f 01 

゜
4 d キ 2. 77 1. 62 2. 03 0. 40 0 65 

SK13 C6 e,f 01,02 

゜
3 bl 工 (5. 35) (4. 35) 2.41 1. 17 0 43 

SK14 C6 g 01 

゜
I bl 工 2.23 1. 28 1. 48 0. 85 1. 06 

SK15 C6 h 01 

゜
I a 工 1. 05 0. 71 0. 54 0. 08 0. 31 

SK16 C6 1 01 

゜
I b3 ウ 0.89 0. 51 0. 70 0. 23 0. 28 

SKl 7 C6 b, C 04 

゜
3 bl 工 3.36 1. 84 2. 62 1. 53 0. 81 

SK18 C6 C 04, 05 

゜
4 d 工 くSD9 2.39 2. 30 1. 42 1. 25 0.40 

SK19 86 1 02,03 

゜
2 b2 工 2.07 1. 47 0. 92 0. 52 0. 31 
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表10 遺構観察表(2)

地区
掲

P•SK•SD等

遺構名 大区南北東西 載 平面堆積:

SK20 B6 i 01 

゜
3 b3 キ

SK21 C6 h 01 2 a キ
SK22 C5 k 20 3 bl イ

SK23 C5 K 20 1 a 工

SK24 C6 j 01 1 a ウ

SK25 C6 a,b 01 3 a 工

SK26 C6 a 02 1 a ::r:. 

SK27 C6 b 02 1 a 力

SK28 C6 b 01 2 a 工

SK29 C5 C 19, 20 

SK30 C5 C 19, 20 

SK31 C6 C 02 1 a ア

SK32 C6 C 02 1 a 工

SK33 C6 C 02 1 a ア

SK34 C6 C 02 1 a ア

SK35 C6 C 02 3 a ク

SK36 C6 C 03 1 a ゥ
SK37 C6 C 03 a 工

SK38 C6 C 04 1 a 工

SK39 C6 C 05 1 a 工

SK40 C6 d 01 2 a ア

SK41 C6 d 01 1 a 工

SK42 C6 d 01 2 a イ

SK43 C6 d 01 1 a 工

SK44 C6 d 01 1 a 工

SK45 C6 d 02 1 a 工

SK46 C6 d 02 1 a ウ

SK47 C6 d 02 1 a ア

SK48 C6 c,d 02 1 a ア

SK49 C6 d 02 1 a ア

SK50 C6 d 02 1 a ア

SK51 C6 d 02 1 a 工

SK52 C6 d 02 1 a ア

SK53 C6 d 02 1 a ア

SK54 C6 d 02 1 a ア

SK55 C6 d 02 1 a ア

SK56 C6 d 02 1 a 工

SK57 C6 c,d 02 2 a ア

SK58 C6 d 03 1 a 工

SK59 C6 d 03 1 a 工

SK60 C6 d 04 1 a ア

SK61 C6 e,f 03, 04 1 a 工

SK62 C6 e,f 03 1 a ウ

SK63 C6 f 01 2 a ア

SK64 C6 f, g 01 2 a ア

SK65 C6 f 02 1 a 工

SK66 C6 f 02 3 a ゥ
SK67 C6 f 02 1 a 工

SK68 C6 f 02 1 a ゥ
SK69 C6 f,g 01 3 a キ

SK70 C6 g 02 1 a ウ

SK71 C6 g 02 1 a ウ

SK72 C6 h 01 2 a キ

SK73 C6 h 01 2 a キ

SK74 C6 h 01 1 a 工

SK75 C6 h 01 2 a 工

SK76 C6 l 01 1 a 工

SK77 C6 l 02 2 a 工

SK78 C6 i 02 1 a ウ

SK79 C6 i 02 1 a ウ

SKSO C6 i 01 1 a ウ

SK81 C6 i 01 2 a ウ

SK82 C6 i 01 1 a 工

SK83 C5 i 20 2 a キ

SK84 C5 l 20 1 a キ

SK85 cs j 20 1 a ウ

SK86 C5 j 20 1 a 工

SK87 C6 j 01 2 a 工

切り合い関係 況桔I(mJ 

く切られる ＞切る
長軸 長軸 短軸 短軸 深さ 備考

上端 下端 上端 下端 面さ

2. 82 2. 10 0. 76 0. 45 0. 30 

0.81 0.54 0. 73 0. 41 0. 25 

1. 72 1. 15 0. 65 0.50 0. 39 

0. 80 0. 55 0. 65 0. 48 0. 22 

1. 01 0. 08 0. 52 0. 21 0. 19 

(0. 74) (0. 32) (0. 35) (0. 17) (0. 13) 

(0. 75) (0. 75) (0. 73) (0. 54) (0. 19) 

1. 14 0. 51 (0. 83) (0 75) 0. 19 

1. 59 1. 25 0. 61 0.52 0. 17 

>SD8, SD1 (3. 24) (2. 87) 1. 18 5. 04 

)SD8 (1. 25) (1. 25) 1. 38 0. 80 

0. 46 0. 25 0. 40 0.22 0. 12 

0. 48 0.32 0. 43 0. 25 0. 06 

0. 52 0. 33 0. 49 0.29 0. 08 

0.37 0. 19 0. 34 0. 21 0. 06 

くSP118 0. 78 0. 64 0. 19 0. 11 0. 06 

0. 77 0. 44 0. 65 0. 35 0. 15 

(0. 45) (0. 37) 0. 35 0.24 0. 04 

0.42 0.29 0. 40 0.30 0. 05 

0. 65 0.58 (0. 56) (0. 50) 0. 14 

くSKlO 1. 01 0. 84 0. 94 0. 84 0. 12 

1. 28 1. 07 0. 81 0. 71 0. 07 

(0. 81) (0. 67) 1. 20 0. 98 0. 15 

0.36 0.28 0. 23 0. 11 0. 04 

0.49 0. 35 0. 30 0. 14 0. 10 

0.48 0.30 0. 34 0. 15 0. 07 

0.66 0. 48 0. 42 0. 23 0. 20 

0. 52 0. 31 0. 45 0.28 0. 05 

くSP130 0. 56 0. 31 0. 51 0.30 0. 12 

>SP50 0.45 0.36 0. 41 0.32 0. 10 

0.57 0. 35 0. 55 0. 23 0. 11 

0.34 0. 23 0. 33 0. 19 0. 04 

0.46 0. 25 0. 44 0. 23 0. 08 

0. 55 0.34 0. 50 0.34 0. 06 

0.64 0. 42 0. 47 0.34 0. 07 

0. 53 0.27 0. 49 0. 14 0. 09 

0. 46 0. 21 0. 43 0. 23 0. 10 

1. 42 1. 19 1. 21 0. 92 0. 17 

0. 50 0.34 0. 49 0. 31 0. 10 

0. 45 0. 31 0. 43 0.28 0. 06 

0. 39 0.24 0. 38 0.20 0. 08 

(1. 06) (0. 81) (0. 86) (0. 72) (0. 19) 

(0. 48) 0.26 0. 45 0. 23 0. 05 

2. 76 2. 61 1. 08 0. 90 0. 06 

(0. 74) (0. 58) 0. 59 0. 31 0. 08 

>SK66 0.57 0. 53 0. 55 0. 53 0. 04 

くSK65 >SZ2 1. 22 1. 01 (0. 53) 0. 32 0. 06 

0.41 0. 21 0. 40 0. 23 0. 05 

>SP13 0. 58 0. 40 0. 39 0.20 0. 06 

くSK14 (1. 74) (1. 66) 1. 47 1. 12 0. 11 

0. 55 0.38 0. 46 0.30 0. 11 

0.44 0. 17 0. 35 0. 18 0. 10 

0. 46 0.36 0. 20 0. 11 0. 07 

0.52 0. 44 0. 48 0.36 0. 09 

0. 75 0. 67 0. 45 0.32 0. 03 

くSK76 0.91 0. 70 0. 80 0.39 0. 14 

>SK75 0. 65 0. 35 0. 63 0.36 0. 15 

>SK78 0. 88 0. 84 0. 63 0.57 0. 08 

くSK77 (0. 43) (0. 31) 0. 40 0.28 0. 04 

0.86 0. 65 0. 53 0.38 0. 06 

0.45 0. 31 0. 35 0. 16 0. 14 

>SK24, SK80 2. 32 2. 20 1. 91 1. 68 0. 12 

0. 40 0. 25 0. 28 0. 18 0. 04 

0. 56 0.37 0. 21 0. 11 0. 12 

0. 66 0.36 0. 54 0. 45 0. 11 

>SK86 (0. 38) (0. 27) 0. 30 0.20 0. 13 

くSK85 0.93 0.52 0. 15 0. 07 0. 09 

0. 50 0. 43 0. 45 0.38 0. 04 
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表11 遺構観察表(3)

地区
掲

P•SK•SD等 切り合い関係 刃U哭 lmJ

遺構名 大区南北東西 載 平面堆積: く切られる ＞切る
長軸 長軸 短軸 短軸 深さ 備考

上端 下端 上端 下端 高さ

SK88 C6 j 01 2 a 工 0. 63 0.50 0.56 0.40 0. 08 

SK89 C5 f 20 I a 工 1. 21 0.84 I. 01 0. 76 0. 15 

SK90 C6 a, b 02,03 1 a キ (1. 15) (1. 05) 0.39 0.25 0. 07 

SK90 B6 d 02 3 b4 工 (0. 71) (0. 60) (0. 30) (0. 20) 0. 05 

SK91 B6 e 02 I a ウ 0. 79 0.53 0. 72 0.49 0. 09 

SK92 B6 e 02 I a ウ 0. 91 0.57 0. 82 0.54 0. 08 

SK93 B6 e 03 I bl 工 0. 57 0.42 0.52 0.40 0. 11 

SK94 B6 f 02 I a 工 0. 87 0.69 0. 86 0.64 0.07 

SK95 86 f 02 I a 工 0. 60 0.39 0. 51 0.37 0. 06 

SK96 85 g 20 I a 工 0. 74 0.50 0. 28 0. 13 0. 10 

SK97 B6 g 03 1 a 工 0. 63 0.53 0. 61 0.46 0.05 

SK98 B5 h 20 3 b2 ウ くSP79 )SK99 1. 47 1. 06 (0. 95) (0. 73) 0. 19 

SK99 B5 h 20 4 bl 工 くSK98 1. 67 1. 44 (0. 81) (0. 51) 0. 09 

SKlOO 85,86 h, i 20, 01 I a 力 0. 68 0.50 0.41 0.23 0. 14 

SK101 B6 h 01 I b2 力 0. 77 0.58 0.45 0.28 0. 15 

SKI02 B6 h 01 2 b4 キ 0. 46 0.35 0. 45 0.37 0.07 

SK103 B6 h 04, 05 2 a ゥ 2. 08 1. 82 0. 64 0.55 0. 06 

SK104 B6 i 01 3 b2 力 1. 08 1. 02 0. 85 0. 70 0. 08 

SK105 B6 i 01 1 b4 工 0. 37 0.29 0.34 0.29 0. 11 

SK106 B6 j 01 3 bl ウ )SK108, SKl 07 0. 62 0.29 0. 40 0. 15 0. 16 

SK107 B6 j 01 3 bl ウ くSK106 0. 54 0.34 (0. 33) (0. 21) 0. 14 

SK108 B6 j 01 2 a 力 くSK106 J. 02 0.84 0.45 0.23 0. 12 

SK109 B6 j 01 2 C 力 0. 36 0.26 0. 28 0.21 0. 12 

SKIIO B6 j,k 02 3 a ウ くKA016 (3. 62) (3. 48) 2.68 2.36 0. 08 

SKlll B6 j 05 I a ウ 0. 55 0.26 0. 49 0.26 0. 11 

SK112 B5 k 20 I a 工 1. 13 0.93 0.57 0.42 0. 14 

SK113 B5 k 20 1 a 工 〉SK114 0. 90 0. 73 0. 86 0.69 0. 11 

SK114 B5 k 20 1 a ウ くSK113 1. 03 0.58 (0. 66) (0. 57) 0. 09 

SK115 B5,B6 K 20, 01 2 b4 工 0. 93 0. 76 0. 51 0.36 0. 16 

SK116 B6 k 01 3 a キ 0. 41 0.38 0. 18 0. 13 0. 07 

SK117 B6 k 04 I a ウ 2. 60 2 27 0. 64 0.39 0. 13 

SK118 B6 1 02 I a 工 0. 76 0.40 0. 64 0.40 0. 18 

SK119 B6 1 02 I b2 工 0. 37 0.31 0. 29 0. 19 0.05 

SK120 B6 n 05 3 a キ 0. 67 0.57 0. 31 0.20 0. 05 

SK121 B6 m 05 1 b2 工 0. 70 0.37 0.44 0.27 0. 12 

SK122 C5 a 19 2 b3 工 くSK4 2. 10 1. 89 0. 81 0.57 0. 19 

SPl C5 b 20 

゜
I a ウ 0. 45 0. 12 0.24 0.09 0. 40 

SP2 C6 C 02 

゜
I a ウ 0. 21 0.06 0. 20 0.07 0. 39 柱当たり痕跡

SP3 C6 b 03 

゜
I a ア 0. 27 0.08 0.25 0.07 0. 34 柱当たり痕跡

SP4 C6 C 01 

゜
I a ウ 0. 18 0.03 0. 16 0.03 0. 33 柱当たり痕跡

SP5 C6 C 01 

゜
I a ウ 0. 25 0.09 0. 21 0.09 0. 45 

SP6 C6 C 02 

゜
I a ウ 0. 26 0. 11 0.25 0. 10 0.36 

SP7 C6 C 02 

゜
1 a ウ 〉SPS 0. 31 0.09 0.24 0. 10 0. 48 

SP8 C6 C 02 

゜
2 a ウ くSP7 (0. 21) (0. 14) (0. 13) (0. 03) (0. 36) 

SP9 C6 d 04 

゜
I a ア 0. 24 (0. 10) 0. 21 0.05 0. 49 

SPlO C6 d 01 

゜
I a 工 0. 30 0. 15 0. 28 0. 14 0. 27 

SPll C6 d 03 

゜
I a イ 0. 37 0. 17 0.34 0. 14 0. 22 

SP12 C6 g 02 

゜
I a 工 0. 28 0. 11 0.24 0.09 0.32 

SP13 C6 f 02 

゜
I a 力 くSK68 0. 38 0.07 0. 24 0.20 0. 44 

SP14 C6 h 01 

゜
I a 工 0. 25 0.06 0.23 0.09 0.50 

SP15 C6 h 01 

゜
1 a ア 0. 20 0.07 0. 19 0.07 0. 64 

SP16 C6 i 01 

゜
1 a ア 0. 24 0.07 0. 19 0.07 0. 52 

SP17 C6 i 01 

゜
1 a 工 〉SP18 0. 18 0.04 0. 15 0.03 0.36 

SP18 C6 i 01 

゜
1 a 工 くSP17 0. 20 0.09 0. 20 0. 19 0. 24 

SP19 C5 b,c 20 

゜
1 a 工 0. 64 0.37 0. 62 0. 17 0. 79 

SP20 C6 f 01 

゜
1 a ウ 0. 74 0.24 0.42 0. 14 0.50 柱当たり痕跡

SP21 C6 g 03 

゜
1 a ウ 0. 52 0.27 0.46 0.27 0.54 柱当たり痕跡

SP22 B6 f 04 

゜
1 C 力 0. 60 0.40 0.54 0.36 0. 41 

SP23 B6 h 02 

゜
1 C ウ 0. 35 0. 13 0. 34 0. 13 0. 40 

SP24 85,86 h 20, 01 

゜
1 C 力 0. 42 0.24 0.41 0.28 0.37 

SP25 B6 1 02 

゜
1 a ウ 0. 28 0. 10 0.27 0. 10 0.34 

SP26 86 m 04 

゜
1 a ウ 0. 29 0. 19 0. 28 0. 18 0. 22 

SP27 B6 m 04 

゜
3 b4 力 0. 42 0.26 0.29 0. 15 0. 20 

SP28 B6 k 05 

゜
1 a 工 0. 31 0. 19 0.27 0. 16 0. 38 

SP29 B6 1 05 

゜
1 a 力 0. 41 0.24 0.39 0.26 0. 48 

SP30 B6 n 04 

゜
1 b2 工 0. 38 0.20 0. 30 0. 15 0. 41 

SP31 B6 m 04 1 a ウ 0. 32 0. 10 0.28 0.08 0. 32 

SP32 B6 m 05 1 a 力 0. 46 0.40 0. 30 0. 17 0.32 
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表12 遺構観察表(4)

地区
掲

P•SK•SD等

遺構名 大区南北東 西 載 平 面 堆 積 ：

SP33 B6 n 03 1 bl 力

SP34 B6 e 02 1 bl 工

SP35 C6 i 01 1 a 工

SP36 C6 i 01 1 C 工

SP37 C6 1 02 1 a ウ

SP38 C6 l 01 1 a ウ

SP39 C6 h 01 1 a 工

SP40 C6 h 02 2 a ウ

SP41 C6 h 02 1 bl ウ

SP42 C6 f 02 1 a ウ

SP43 C6 f 02 1 a ウ

SP44 C5 f 20 1 a ア

SP45 C6 C 01 3 a 工

SP46 C6 C 01 1 a ウ

SP47 C6 C 02 1 a ウ

SP48 C6 C 01 1 a ウ

SP49 C6 d 02 1 a 工

SP50 C6 d 02 1 a ア

SP51 C6 C 05 2 a ウ

SP52 C6 f 01 1 a ア

SP53 C6 g 01 1 C ウ

SP54 C6 f 02 1 a ウ

SPSS C6 f 02 1 a ウ

SP56 C6 f 02 2 a ウ

SP57 C6 f 03 1 a ウ

SP58 C6 f 02 1 a 工

SP59 C6 f 02 1 a ウ

SP60 C6 f 03 1 b3 ア

SP61 C6 g 02 1 a ク

SP62 C6 g 03 1 a 工

SP63 C6 g 02 1 b2 ウ

SP64 C6 g 02 1 a コ

SP65 C6 h 02 1 a キ

SP66 C6 h 02 1 a 力

SP67 C6 h 02 1 a 工

SP68 C6 h 02 1 b3 工

SP69 C6 1 02 1 a 工

SP70 C6 h 02 3 bl ウ

SP71 C6 i 02 1 a 工

SP72 C6 j 01 1 C ウ

SP73 C5 k 20 1 a ウ

SP74 B6 f 01 1 C 力

SP75 B6 f 01 1 C 工

SP76 B6 h 01 1 a ウ

SP77 B5 h 20 1 a ウ

SP78 B5 h 20 1 b2 工

SP79 85 i 20 1 C 工

SP80 B6 i 01 1 C 力

SP81 B6 i 01 1 C 力

SP82 B6 i 01 1 C ウ

SP83 B6 i 01 1 C ウ

SP84 B6 i 01 1 C 工

SP85 B6 j 01 1 C 工

SP86 B6 j 01 1 C ウ

SP87 B6 j 01 l a 工

SP88 85 j 20 1 C 工

SP89 85 j 20 1 C ウ

SP90 B6 j 01 1 a 工

SP91 B6 j 20 1 C イ

SP92 B6 j 20 1 C イ

SP93 B5 j 20 1 C 工

SP94 B5 j 20 1 b2 力

SP95 85 j 19 l C ゥ
SP96 85 j 20 1 b3 イ

SP97 86 j 02 1 a ゥ
SP98 B6 k 02 1 a 工

SP99 B6 1 02 1 a 工

SPlOO B6 1 03 1 bl ウ

切り合い関係 坪枯~(m)

く切られる ＞切る
長軸 長軸 短軸 短軸 深さ 備考

上端 下端 上端 下端 高さ

0. 40 0. 25 0.36 0. 24 0.29 

0. 59 0. 21 0. 43 0. 18 0.29 

0. 26 0. 09 0.24 0. 09 0. 31 

0. 39 0. 21 0.25 0. 12 0.26 柱痕跡

0. 20 0. 07 0. 15 0. 07 0.28 

>SP38 0. 21 0. 07 0. 19 0. 05 0.24 

0. 21 0. 07 0.20 0. 07 0.28 

0. 21 0. 08 0.20 0.05 0.29 

0. 32 0. 18 0. 12 0. 07 0.28 柱当たり痕跡

0. 34 0. 10 0.20 0. 07 0.27 

0. 24 0. 10 0.20 0. 08 0.27 

0. 23 0. 09 0. 21 0. 07 0.25 

0.44 0. 29 0.20 0. 12 0.29 

0. 14 0. 04 0. 12 0. 04 0.20 

0. 15 0. 03 0. 15 0. 03 0.22 

0. 26 0. 10 0.25 0. 11 0.24 

0. 21 0. 12 0. 21 0. 09 0.23 柱当た り痕跡

くSK49 0. 52 0. 22 0.50 0. 21 0.22 

0. 38 0. 23 0.30 0. 20 0.20 

0. 34 0. 18 0.25 0. 14 0. 17 

0. 21 0. 11 0. 19 0. 13 0.23 柱痕跡

>SZ2 0. 22 0. 05 0. 18 0. 04 0. 18 

くSP156 >SK13 0. 29 0. 07 0.28 0.08 0. 23 

0. 38 0. 20 0.25 0. 12 0. 17 

0. 19 0. 06 0. 18 0. 08 0.22 

0. 26 0. 13 0.24 0. 09 0. 19 

0. 22 0. 09 0.20 0. 07 0.25 柱当たり痕跡

0. 26 0. 11 0.25 0. 11 0. 19 

(0. 26) (0. 15) 0.24 0. 10 (0. 27) 

0. 35 0. 17 0. 31 0. 21 0. 21 

0. 19 0. 08 0. 18 0. 07 0. 17 柱痕跡

0. 20 0. 07 0. 18 0. 07 0.24 

>SP66 0. 32 0. 10 0. 18 0. 09 0. 17 

くSP65 0. 33 0. 23 0.30 0. 20 0. 16 

0. 25 0. 06 0.23 0. 05 0.23 

0. 21 0. 08 0. 18 0. 08 0.20 柱痕跡

>SP70 0. 22 0. 17 0.20 0. 14 0.20 

くSP69 0.41 0. 20 (0. 32) 0. 10 0. 19 

0. 21 0. 14 0. 19 0. 14 0. 21 

0. 18 0. 10 (0. 17) (0. 09) 0. 19 柱痕跡

0. 19 0. 14 0. 15 0. 09 0. 48 

0. 27 0. 19 0.27 0. 15 0.20 

0. 24 0. 11 0.22 0. 11 0. 16 

0. 21 0. 09 0. 19 0. 08 0.30 

0. 20 0. 07 0. 15 0. 06 0.20 

0. 38 0. 25 0. 31 0. 21 0. 21 

>SK98 0. 24 0. 19 0.22 0. 19 0.24 

>SP81 0. 40 0. 29 0.29 0. 24 0.30 

くSPSO (0. 46) (0. 39) 0.39 0. 22 0.20 

0. 22 0. 05 0. 21 0. 06 0. 21 

0. 18 0. 07 0. 15 0. 07 0. 16 

0. 22 0. 12 0. 21 0. 11 0. 17 

0. 26 0. 17 0.23 0. 14 0. 18 

0. 30 0. 21 0.27 0. 19 0. 31 

0. 29 0. 21 0. 19 0. 09 0.25 

0 26 0 16 0.23 0 12 0. 15 

0. 21 0. 14 0.20 0 13 0.28 

0. 30 0. 22 0.25 0. 18 0.24 

0. 28 0. 20 0.24 0. 20 0.26 

0. 25 0. 19 0.23 0. 17 0. 17 

0. 23 0. 08 0. 21 0. 06 0. 21 

0. 34 0. 27 0.29 0.06 0. 16 

0. 24 0. 11 0.23 0. 11 0. 17 

0 26 0 21 0.24 0 19 0. 16 

0. 28 0. 07 0.22 0 07 0. 18 

0. 23 0. 11 0. 21 0. 11 0. 21 

0. 34 0. 12 0.27 0. 12 0.26 

0. 29 0. 21 0.27 0. 16 0. 21 
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表13 遺構観察表(5)

地区
掲

P•SK•SD等 切り合い関係 短．樟 (m

遺構名 大区南北東西 載 平面堆積 断 く切られる ＞切る
長軸 長軸 短軸 短軸 深さ 備考

面 上端 下端 上端 下端 高さ

SP101 B6 1 01 I C 工 0. 38 0. 16 0.33 0. 22 0. 21 

SP102 B6 1 01 I a 工 0. 29 0. 16 0.25 0. 16 0. 18 

SP103 B6 1 02 l a 工 0. 30 0. 21 0.27 0. 17 0. 16 

SP104 B6 1 02 l b2 イ 0. 28 0. 17 0.27 0. 23 0. 25 

SP105 B6 1 04 I a ウ 0. 31 0. 13 0.23 0. 14 0. 26 

SP106 B5 t 19 I a 工 0 37 0. 22 0.30 0. 22 0. 12 

SP107 B5 t 19 I a 工 0 24 0. 13 0.23 0. 12 0. 08 

SP108 C6 ab 02 I a ウ 0.26 0. 19 0. 19 0. 09 0. 14 

SP109 C5 b 20 I a ア 0. 20 0. 11 0. 19 0. 09 0. 16 

SP110 C6 b 03 3 a ア 0. 23 0. 07 0. 18 0. 06 0. 13 

SPlll C6 C 01 l a ア 0. 26 0. 08 0.24 0. 07 0. 04 

SP112 C6 C 01 l a ア 0. 39 0. 29 0. 16 0. 11 0. 07 

SP113 C6 C 01 I a ウ 0. 38 0. 22 0.21 0. 12 0. 10 

SP114 C6 C 01 I a 工 0 24 0. 16 0.23 0. 11 0. 06 

SP115 C6 C 02 I a ウ 0 16 0. 08 0. 14 0. 08 0. 07 

SP116 C6 C 02 I a ウ 0. 21 0. 07 0. 18 0. 08 0. 13 

SP117 C6 C 02 I a 工 0. 25 0. 19 0. 17 0. 08 0. 13 

SP118 C6 C 02 I a 工 >SK35 0. 32 0. 22 0.31 0. 23 0. 09 

SP119 C6 C 02 l a ア 0. 20 0. 10 0. 16 0. 08 0. 10 

SP120 C6 C 02 l a ア 0. 25 0. 08 0.23 0. 07 0. 08 

SP121 C6 C 03 I a ア 0. 29 0. 14 0.25 0. 10 0. 11 

SP122 C6 C 03 I a 工 0. 25 0. 17 0. 21 0. 12 0. 01 

SP123 C6 C 03 I a ウ 0. 25 0. 20 0.20 0. 08 0. 11 

SP124 C6 C 03 I a 工 0. 29 0. 08 0.21 0. 07 0. 08 

SP125 C6 d 01 I a ア 0. 22 0. 13 0.20 0. 08 0. 13 

SP126 C6 d 01 I a 工 0. 32 0. 19 0.30 0. 15 0. 13 

SP127 C6 d 01 l a ア 0. 30 0. 15 0. 28 0. 14 0. 08 

SP128 C6 d 02 l a ア 0. 27 0. 13 0.24 0. 16 0. 04 

SP129 C6 d 02 I a ア 0. 27 0. 18 0.24 0. 16 0. 06 

SP130 C6 d 02 I a ア 〉SK48 0. 38 0. 20 0.34 0. 16 0. 11 

SP131 C6 d 02 I a ア 0. 26 0. 17 0.24 0. 14 0. 06 

SP132 C6 d 02 I a ウ 0. 21 0. 09 0.20 0. 08 0. 09 

SP133 C6 d 02 I a イ 0. 18 0. 12 0. 18 0. 09 0. 14 

SP134 C6 d 02 I a ア 0. 32 0. 17 0.30 0. 15 0. 05 

SP135 C6 d 02 2 a ア 0. 30 0. 13 0.26 0. 11 0. 07 

SP136 C6 d 02 l a ア 0. 29 0. 13 0. 28 0. 12 0. 04 

SP137 C6 d 02 I a ア 0. 34 0. 18 0.30 0. 16 0. 05 

SP138 C6 d 03 I a キ 0. 58 0. 15 0.50 0. 13 0. 10 

SP139 C6 d 03 I a ウ 0. 38 0. 15 0. 37 0. 14 0. 09 

SP!40 C6 d 03 I a ア 0. 25 0. 10 0.22 0. 09 0. 08 

SP141 C6 d 03 I a 工 0. 27 0. 21 0.23 0. 12 0. 09 

SP142 C6 d 03 I a ウ 0. 23 0. 06 0.20 0. 04 0. 06 

SP143 C6 d 03 l a キ 0. 24 0. 05 0.22 0. 04 0. 09 

SP144 C6 d 04 l a 工 0. 31 0. 16 0.26 0. 12 0. 13 

SP145 C6 d 04 I a 工 0. 28 0. 13 0.27 0. 12 0. 13 

SP146 C6 e 02 2 a ウ 0. 32 0. 21 0.25 0.14 0. 09 

SP147 C6 e 02 I a ウ 0. 23 0. 10 0.20 0. 09 0. 15 

SP148 C6 e 02 I a ウ 0. 37 0. 21 0.34 0. 17 0. 13 

SP149 C6 e 02 I a ウ 0. 31 0. 16 0.22 0. 11 0. 08 

SP150 C6 e 03 I a ウ 0. 28 0. 14 0.26 0. 18 0. 14 

SP151 C6 e 03 l a 工 0. 25 0. 13 0.23 0. 17 0. 08 

SP152 C6 f 01 l a ア 0. 19 0. 12 0. 16 0. 08 0. 08 

SP153 C6 g 01 l a ア 0. 23 0. 15 0.20 0. 13 0. 08 

SP154 C6 f 02 l a 工 0. 20 0. 10 0. 18 0. 12 0. 13 

SP155 C6 f 02 l b3 ア 0. 23 0. 11 0.21 0. 11 0. 13 

SP156 C6 f 02 l a 工 0 17 0. 12 0. 16 0. 07 0. 07 

SP157 C6 f 02 l a 工 0 35 0. 25 0.30 0. 24 0. 10 

SP158 C6 f 02 l a ウ 0. 25 0. 15 0.25 0. 15 0. 04 

SP159 C6 f 03 l a ア 0. 35 0. 25 0.33 0. 23 0. 11 

SP160 C6 f 03 l a 工 0. 29 0. 21 0.23 0. 20 0. 04 

SP161 C6 g 03 l a 工 0. 30 0. 18 0.29 0. 21 0. 06 

SP162 C6 g 03 l a 工 0. 32 0. 20 0.30 0. 23 0. 03 

SP163 C6 g 03 l a 工 0. 19 0. 12 0. 16 0. 10 0. 04 

SP164 C6 g 02 l a 工 0 34 0. 26 0. 25 0. 15 0. 06 

SP165 C6 g 02 l a ウ 0 21 0. 10 0.20 0. 08 0. 11 

SP166 C6 g 02 l a ウ 0. 24 0. 13 0. 19 0. 10 0. 07 

SP167 C6 g 02 l a キ 0. 38 0. 21 0.27 0. 19 0. 04 

SP168 C6 g 02 l a キ 0. 31 0. 17 0.30 0. 10 0. 07 
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表14 遺構観察表(6)

地区
掲

P•SK•SD等

遺構名 大区南北東 西 載 平面堆積 断
面

SP169 cs g 20 1 a 工

SP170 C6 g 01 1 a ウ

SP171 C6 h 01 1 a 工

SP172 C6 h 01 1 a ウ

SP173 C6 h 01 1 a ウ

SP174 C6 h 02 1 a ウ

SP175 C6 h 02 2 a ウ

SP176 C6 h 02 1 a キ

SP177 C6 h 02 1 a 工

SP178 C6 h 02 1 a ウ

SP179 C6 h 02 1 a 工

SP180 C6 h 02 1 a ウ

SP181 C6 h 02 1 a ウ

SP182 C6 h 02 2 a ウ

SP183 C6 h 02 2 a キ

SP184 C6 h 02 1 a ウ

SP185 C6 h 02 1 a イ

SP186 C6 h 02 1 a 工

SP187 C6 i 02 1 a ウ

SP188 C6 i 02 1 a ク

SP189 C6 i 02 1 a ウ

SP190 C6 i 01 1 a ウ

SP191 C6 i 01 1 a ウ

SP192 C6 i 01 1 a ウ

SP193 C6 i 01 1 C 工

SP194 C6 i 01 1 a 工

SP195 C6 i 01 1 a ウ

SP196 C6 i 01 1 a ウ

SP197 C6 j 01 1 a 工

SP198 C6 j 01 1 a ゥ
SP199 cs k 20 1 b2 ウ

SP200 cs k 20 1 a 工

SP201 B6 f 01 1 a 工

SP202 B6 f 01 1 bl 工

SP203 B6 f 01 1 a 工

SP204 B6 f 03 1 a ウ

SP205 B5 h 20 1 a 工

SP206 BS i 20 1 C 工

SP207 BS i 19 1 a 工

SP208 B5 j 19, 20 1 a ウ

SP209 BS j 20 3 C 力

SP210 B5 j 20 1 b3 工

SP211 B5 j 20 1 a ウ

SP212 B5 j 20 1 a 工

SP213 B6 j 01 3 a 工

SP214 B6 j 01 3 a 工

SP215 B6 j 01 1 a 力

SP216 B6 j 02 1 a ウ

SP217 B6 j 02 1 a 工

SP218 B6 j 04 1 a 工

SP219 B6 1 01 1 a 工

SP220 B6 1 05 1 a 工

SP221 B6 m 04 1 a 工

SP222 B6 n 04 1 a 工

SP223 B6 n 04 1 a 工

SP224 86 n 04 1 a 工

SP225 B6 n 05 1 a ウ

SP226 C6 C 02 1 a ウ

SP227 C6 h 01 1 a ゥ
SP228 B6 j 01 1 bl 工

SP229 B6 j 04 1 a ゥ

切り合い関係 ・打翠 lm 

く切られる ＞切る
長軸 長軸 短軸 短軸 深さ 備考

上端 下端 上端 下端 高さ

>SD5 0. 38 0.29 0.37 0.29 0. 09 

0.21 0.07 0. 17 0.07 0. 09 

0. 17 0.09 0. 14 0.06 0. 19 

0. 18 0.08 0. 16 0.09 0. 11 

0. 17 0.07 0. 16 0.06 0. 12 

0.22 0. 11 0. 20 0.09 0. 08 

0.23 0.09 0. 22 0. 12 0. 06 

0. 28 0.21 0. 27 0.20 0. 12 

0. 32 0.06 0. 28 0. 10 0. 13 

0. 28 0. 10 0. 24 0.08 0. 12 

0.35 0.20 0. 34 0.23 0. 09 

0.30 0. 12 0. 29 0. 10 0. 08 

0. 21 0.09 0. 20 0.09 0. 04 

0. 28 0.07 0. 26 0. 13 0. 09 

0. 28 0.22 0. 24 0. 17 0. 05 

>SP185 0.23 0. 10 0. 20 0. 12 0. 03 

くSP184 0.30 0.24 0. 11 0.06 0. 08 

0. 28 0. 18 0. 20 0. 11 0. 12 

)SP188 0.20 0. 10 0. 19 0.09 0. 12 

くSP187 0. 24 0. 19 0. 22 0. 10 0. 06 

(0. 24) 0.08 0. 18 0.06 0. 10 

0.27 0. 10 0. 26 0. 11 0. 14 

0.35 0. 19 0. 31 0. 17 0. 08 

くSP192 0.35 0.21 (0. 28) (0. 13) 0. II 

0. 32 0.26 0. 20 0. 15 0. 13 柱痕跡

0.24 0. 19 0. 17 0. 11 0. 06 

0.21 0.08 0. 20 0.07 0. 11 

0. 16 0.07 0. 14 0.05 0. 05 

0.21 0.09 0. 18 0.09 0. 13 

0.23 0. 12 0. 18 0. 11 0. 06 

0. 32 0. 19 0. 23 0. 19 0. 08 

0.40 0.29 0. 27 0.22 0. 09 

0.24 0. 15 0. 20 0. 14 0. 04 

0.20 0. 13 0. 19 0. 13 0. 06 

0. 29 0.20 0. 25 0. 15 0. 09 

0.41 0. 18 0. 40 0. 15 0. 16 

0. 26 0. 19 0. 22 0. 12 0. 06 

0.20 0. 17 0. 17 0.09 0. 13 

0. 19 0. 17 0. 17 0. 11 0. 04 

0. 28 0. 12 0. 24 0. 14 0. 08 

0.23 0. 11 0. 17 0. 12 0. 14 

0. 22 0. 13 0. 20 0. 13 0. 07 

0. 19 0.05 0. 12 0.07 0. 10 

0. 22 0. 15 0. 20 0.09 0. 03 

0. 29 0. 19 0. 19 0. 12 0. 03 

0.25 0. 16 0. 15 0.06 0. 03 

0.35 0.29 0. 25 0.21 0. 05 

0.25 0. 13 0. 24 0. 18 0. 08 

0. 28 0. 15 0. 27 0.20 0. 06 

0.26 0. 16 0. 25 0. 12 0. 15 

0. 28 0. 18 0. 26 0. 18 0. 13 

0.21 0. 17 0. 20 0. 10 0. 06 

0.33 0.22 (0. 30) (0. 16) 0. 06 

0.24 0. 16 0. 24 0. 14 0. 08 

0.24 0. 10 0. 23 0. 15 0. 05 

0.23 0. 10 0. 20 0. 12 0. 12 

0.23 0. 14 0. 23 0.09 0. 12 

0. 13 0.05 0. 13 0.05 0. 13 

0.20 0.07 0. 19 0.05 0. 09 

0.22 0.09 0. 19 0. 11 0. 10 

0.22 0.06 0. 20 0.06 0. 09 
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表15 土器観察表 (1)

掲載
種別 器種

出土 地区 層
産地 分類・ 時期等

ロ径 底径 器高
備考

挿図 図版

番号 位置 名 柑 (cm) (cm) (cm) 番号 番号

l 弥生土器 甕 SZl C5120 
中期中葉

外面横櫛状文 口縁部内面刺突文 16 14 
（貝田町）

2 弥生士器 甕 SZl C6j01 
中期中葉

外面条痕文 内面スス付着 16 14 g 
（貝田町）

3 弥生士器 甕 SZl C6101 C 
中期中葉

条痕文 16 14 
（貝田町）

4 弥生土器 甕 SZl C6101 a 
中期中葉

外面条痕文 内面指ナデ 16 14 
（貝田町）

5 弥生土器 甕 SZl C6i01 f 
中期中葉

外面羽状文 （条痕文系） 16 14 
（貝田町）

6 弥生士器 壺 SZl C6i01 C 後期 頸部に円形竹管文 8条の沈線文 16 14 

7 弥生士器 高坪 SZl C5j20 後期前半 14. 4 7. 6 11. 8 
外面ハケ目一部ミガキあり 内面ハ

16 14 
ケ目指ナデ一部ミガキあ り

8 弥生士器 台付壺 SZl C6j01 後期前半 8.5 (12. 3) 
外面ミガキ 外面ほぼ全面に赤彩

16 14 g 
内面ハケ後ナデ

内面ハケ目後指ナデ 外面Iヽ ケ目後

， 弥生土器 甕 SZl C6i01 後期前半 14. 9 4. l 25. 1 
横線文 ・刺突紋 • 横線文 波状文

16 14 
(5条）体部外面下半から底部外面

にかけて煤付着、底部内面煤付着

10 弥生士器 広口壺 SZl C5i20 1 後期
内面残存状況悪いがハケ目か 外面

16 14 
横線文と波状文

11 弥生士器 壺 SZl C6i01 a 後期 16 14 

14 弥生土器 甕 SZ2 C6f01 
中期中葉 外面条痕文 口縁部内面刺突文 内

19 15 
（貝田町） 面条痕文

15 弥生土器 甕 SZ2 C6f02 a 
中期中葉

外面条痕文 19 15 
（貝田町）

16 弥生士器 高坪 SZ2 C5e20 
中期後葉

14. 4 13. 4 4. 5 
ロ縁部外面に沈線4条 脚部端面に

19 15 a 
（高蔵） 沈線2条

17 弥生土器 細頸壺 SZ2 C6e f01 b・I 
中期後葉

9. 1 
外面口縁部波状文頸部に沈線 外

19 15 
（高蔵） 面ハケ

ロ縁部外面ハケ 目後 3条の沈線文

18 弥生土器 壺 SZ2 C6e0! 02 ー• IT
中期後葉

12. 8 
頸部外面ハケ目後連条文静止痕あり

19 15 
（高蔵） 体部外面ハケ目後連線文帯 2本単位

内面ハケ 目

19 弥生士器 甕 SZ2 C5e20 
中期後葉

外面叩き後ハケ 内面縦方向の削り 19 15 
（高蔵）

20 弥生士器 甕 SZ2 C6c04 j 
中期後葉

外面叩き後ハケ 内面縦に削り 19 15 
（高蔵）

21 弥生土器 空- SZ2 C6e01 
中期後葉

外面叩き後ハケ 内面ハケ 目 19 15 
（高蔵）

22 弥生土器 甕 SZ2 C6e01 
中期後葉 外面ハケ後叩き 内面ハケ ロ縁付

19 15 
（高蔵） 近

23 弥生士器 壺 SZ2 C6e01 
中期後葉

外面櫛描き 三河からの搬入品 19 15 
（古井）

24 弥生士器 甕 SD18 B6k01 C 中期中葉以前 24. 0 ロ縁部外面肥厚して刻み 19 15 

25 弥生士器 壺 SD18 86k01 b 
中期中菓

外面沈線 19 15 
（貝田町）

26 弥生土器 甕 S018 B6k01 b 
中期中葉

外面条痕文 19 15 
（貝田町）

27 弥生士器 壺 SD18 B5j20 中期か 17. 9 
ロ縁部外面丸棒か半蔵竹管により刺

19 15 
突 KA9と接合

28 弥生士器 甕 SP41 C6h02 1 
中期中葉

外面羽状文 19 15 
（貝田町）

29 弥生士器 甕 SP41 (6h02 1 
中期中菓

外面条痕文羽状文 19 15 
（貝田町）

30 弥生士器 細頸壺 SD9 C6c04 f 
中期後葉 外面に梱描文（波状文、横線文）竹

19 15 
（高蔵） 管文

中期前半
外面沈線 内面沈線による楕円形の

31 弥生士器 甕 SK19 B6103 • IT （朝日～貝田 23. 3 
区画内に刺突沈線文と刺突文

19 15 

町）

32 山茶碗 碗 SH2Pl C6f02 g 美濃窯 明和 1 12. 8 内外面回転ナデ 29 14 

33 山茶碗 皿 SD5 C6g01 b 美濃窯 明和 1 9. 0 6. 2 1. 0 
内外面回転ナデ 底部内面静止指ナ

29 14 
デ底部外面回転糸切り

34 士師器 羽釜 SD5 C6d01 b 13世紀 27. 2 29 14 

35 陶器 小坪 SD5 C6g01 — 瀬戸美濃 登10か11 7. 0 3. 0 48. 5 全面に釉薬灰釉 29 16 

36 陶器 徳利 SD5 C6g01 — 美濃 登10か11 6. 9 (9. 2) 
凹み 3ヶ所 体部下半回転ヘラ削 り

29 16 
底部外面回転ヘラ削 り 内外面灰釉
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表16 土器観察表 (2)

掲載
種別 器種

出土

番号 位置

37 陶器 桶 SD5 

38 瓦器 不明 SD5 

40 士製品 士錘 SD9 

41 土師器 士師器皿 SD9 

42 土師器 土師器皿 SD9 

43 士師器 士師器皿 SD9 

44 士師器 士師器皿 SD9 

45 士師器 士師器皿 SD9 

46 土師器 土師器皿 SD9 

47 陶器 丸碗 SD9 

48 磁器 丸碗 SD9 

49 山茶碗 碗 SD17 

50 山茶碗 碗 SD17 

51 山茶碗 碗 SD17 

52 陶器 染付碗 SD17 

53 須恵器 四耳壺 SD13 

54 須恵器 円面硯 SD13 

55 灰釉陶器段皿 SD13 

56 山茶碗 碗 SD13 

57 須恵器 平瓶 SD14 

58 灰釉陶器碗 SD14 

59 山茶碗 碗 SD14 

60 須恵器 甕 SD15 

61 陶器 鉄絵皿 SK 5 

62 陶器 蓋物の蓋 SK 5 

63 陶器 中ill1 SK 5 

64 陶器 腰錆茶碗 SK 5 

加工円盤

65 陶器 （掛け分 SK5 

け湯呑）

66 陶器
加工円盤

SK5 
（湯呑）

67 陶器 灯明皿 SK5 

68 陶器 練鉢 SK5 

69 陶器 揺鉢 SK5 

70 陶器 火鉢 SK6 

地区 層
産地 分類・時期等

名 位

C6g0l b 瀬戸 登10か11

C6c05 —不明

C6c03 d 

C6c04 1 16世紀後半以降

C6c04 l 16世紀後半以降

C6c04 j 16世紀後半以降

C6c03 h 16世紀後半以降

C6c04 p 16世紀後半以降

C5d20 q 16世紀後半以降

C6c02 f 美濃 登 8

C6c04 k 肥前 江戸

B6i04 d 美濃窯 谷追間 2

B6n05 a 美濃窯 窯洞 1

B6104 a 美濃窯 明和 1

B6104 a 瀬戸 登10

7世紀後葉～
B6i03 a 美濃須衛

8世紀前葉

B6i02 b 美濃須衛か
7世紀後葉～

8世紀前葉

B6g04 a H-72 

B6f04 b 美濃窯 明和 1

B6i0l a 美濃須衛 7世紀後葉

B6h02 a 0--53 

B6g03 b 美濃窯 窯洞 1

B6k0l 2 美濃須衛 7世紀代か

C6c04 e 登窯
第 1段階

第 1小期

C6c04 j 美濃 登 8か 9

C6c04 j 美濃 登 8~11

C6c05 b 美濃 登 8か 9

C6c04 l 美濃 登 8か 9

C6c04 c 美濃 登 8か 9

C6c04 S 美猿 登10か11

C6c04 r瀬戸 登10~11

C6c05 g 瀬戸 登11

C6b04 b 不明

ロ径 底径 器高
備考

挿図 図版
(cm) (cm) (cm) 番号 番号

底部外面にピン痕 3ヶ所 内外面底

20. 4 (IO. 5) 部を除いて長石釉 底部鉄釉 KA2と 29 16 

接合

10. 0 (12. 9) 外面ミガキ 29 16 

3. 3 29 14 

6. 1 2. 2 l. 3 外面指押さえ 内面指ナデ 29 16 

5. 8 2. 0 l. 8 
外ilii指押さえ 内面指押さ え、後指

29 16 
ナデ

6. 0 3. 0 l. 6 
内面指ナデ 外面指押さえ、後指ナ

29 16 
デ

9. 1 l. 9 
ロ縁部にスス付着 内外面指押さえ

29 16 
後ナデ 灯明1III.として使用

9. 0 4. 5 2. 1 
ロ縁部にスス付着 内外面指押さ

29 16 
え、 後指ナデ 灯明皿として使用

10. 2 7. 0 2. 5 口縁部と底部内面に煤付着 灯明皿 29 16 

5. 2 (5. 2) 
体部下半部回転ヘラ削り 内面と 口

29 14 
縁部外面回転ナデ 内外面灰釉

12. 0 外面網目文 29 14 

内外面回転ナデ 内 面 自 然 釉 底 部

7. 6 (1. 8) 外面回転糸切り 貼 り付け高台籾 44 16 

殻圧痕

内外面回転ナデ 底部内面静止指ナ

5. 35 
デ内ilii自 然 釉 重 ね 焼 き 痕 底 部

44 16 
外面回転糸切り 貼 り付け高台籾
殻圧痕

内外面回転ナデ 底部内面静止指ナ

5. 0 (3. 3) デ重ね焼き痕底部外面回転糸切 44 16 

り 貼り付け高台 籾殻圧痕

11. 3 5. 0 6. 05 内外面長石釉菊花文 44 16 

外iliiに沈線 2条と波状文あり 肩に

耳が付くタイプ外反する短い口縁 44 16 

KA13と接合

24. 9 内外面自然釉脚部 44 16 

内外面自然釉 内外面回転ナデ底

7. 0 (4. 9) 部外面回転糸切り痕 貼り 付け高台 44 17 

浸け掛けか

11. 2 4. 0 4. 4 
内外面回転ナデ底部外面回転糸切

44 17 
り痕貼り 付け高台 籾殻圧痕

11. 8 
底部外面に叩き痕あり 竹ベラの刻

44 17 
み （肩）長頸 SD13と接合

6. 4 44 16 

内外面回転ナデ 底部内面に自然釉

6. 1 2. 8 重ね焼き痕 底部外面に回転糸切り 44 17 

貼 り付け面台 籾殻圧痕

木製あて具痕 44 16 

7. 5 
底部外面にピン1個付着 内外面長

44 17 
石釉

10. 9 11. 0 l. 5 内外而回転ナデ 外面に灰釉 44 17 

17. 0 9. 0 1. 7 内外面全面に灰釉 44 17 

4. 4 (1. 8) 
外面回転ヘラ削り 外面柿釉 内面

44 17 
灰釉灰釉と鉄釉の上下掛け分け

長石釉と鉄釉のかけ分け 左右掛け
4. 0 44 17 

分け（灰釉と鉄釉）

4. 2 内外面回転ナデ 内外面灰釉 44 17 

8. 0 3. 8 l. 2 外面回転削り 内外面灰釉 44 17 

内面に重ね焼きの ピン痕あり 内外
面回転ナデ貼り付け嵩台 底部外 44 17 

面削り灰釉

42. 7 内外面錆釉 44 17 

21. 9 44 17 
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表17 土器観察表 (3)

掲載
種別 器種

出土 地区， 産地 分類・ 時期等
ロ径 底径 器志

備考
挿図 図版

番号 位置 名 (cm) (cm) (cm) 1番号 番号

72 陶器 灯明皿 SK13 C6e02 b 大窯
第 1段階か

10. 0 44 17 
第 2段階

73 灰釉陶器 碗 SK15 C6h01 a H-72 7. 0 44 17 

74 弥生土器 宜- SK17 C6b04 5 
中期後葉

外面叩き後ハケ 内面ハケ 49 18 
（高蔵）

75 弥生士器 甕 SK17 C6b04 
中期中葉

8. 0 SK9と接合 49 18 g 
（貝田町）

76 陶器 梅瓶 SK17 C6b04 e 古瀬戸 中 IかII 外面沈線2条外面灰釉 49 18 

77 陶器 丸碗 SK17 C6c04 f 美濃 登 5-7 5. 7 (4. 5) 
内外面回転ナデ貼り付け蘭台 鉄

49 18 
釉

78 陶器 上絵付皿 SK17 C6b04 i 美濃 登 8 4. 0 底部外面回転ヘラ削り 内外面灰釉 49 18 

79 陶器 刷毛目茶碗SK17 C6b04 g 瀬戸 登 8 12. 7 
内外面回転ナデ 灰釉 白泥を塗っ

49 18 
て灰釉

80 陶器 鎧茶碗 SK17 C6b04 7 美濃 登 8 (3. 5) 
外面回転ヘラ削り後畳目文 外面柿

49 18 
釉内面灰釉 鎧

81 陶器 箱形湯呑 SK17 C6b04 a 美濃 登 8か 9 (2. 1) 
底部外面回転ヘラ削り 外面畳目文

49 18 
内面鉄釉外面灰釉鎧

82 陶器 箱形湯呑 SK17 C6c04 8 美濃 登 8か 9
外面敲畳目文外面柿釉 内面鉄釉

49 18 
鎧

83 陶器 腰錆湯呑 SK17 C6b05 b 瀬戸 登 8 4. 3 (4. 2) 
外面回転ヘラ削 り 外面鉄釉 内面

49 18 
灰釉鉄釉の上下掛け分け

84 陶器 梅文皿 SK17 C6c04 g 瀬戸 登 9 3. 9 (3. 3) 
内外面回転ナデ 削り 出し席台 内

49 18 
面文様有内外面灰釉 梅文

85 磁器 蓋 SK17 C6c04 8 瀬戸美濃 江戸 9. 2 2. 8 外面草と小鳥 49 17 

86 陶器 蓋 SK17 C6b04 b 瀬戸 登10か11 8. 0 内外面回転ナデ 外面灰釉 49 18 

87 陶器 仏餡具 SK17 C6b04 f 瀬戸 登10か11 3. 2 (2. 0) 内外面回転ナデ 外面灰釉 49 17 

外面体部～底部回転ヘラ削り 内外

88 陶器 灯明皿 SKI7 C6c04 d 美濃 登10か11 9. 8 4. 3 2. 0 面灰釉 外面口縁部を除いて釉薬拭 49 17 

い取り

89 陶器 広東茶碗 SK17 C6c05 1 美濃 登10か11 10. 4 5. 0 6. 1 内外面長石釉 49 17 

90 磁器 丸碗 SK17 C6b04 5 不明 登11 4.4 (3. 6) 内外面長石釉 49 17 

91 磁器 湯呑 SK17 C6c05 m 肥前 江戸 1. 7 (4. 4) 内外面長石釉 49 17 

内面に重ね焼きのピン痕あり 内外

92 陶器 練鉢 SK17 C6b04 3 瀬戸 登10か11 14. 7 面回転ナデ 貼り付け高台底部外 49 18 

面削り 灰釉

93 陶器 型 SK17 C6c04 k 常滑 不明 15. 4 内外面板ナデと指押さえ 50 18 

内面指押さえ 外面回転ナデ体部
94 陶器 甕 SK17 C6b04 — 常滑 19世紀 47. 3 22. 8 52. 7 下部外面から底部外面にかけて煤付 50 19 

着

95 陶器 甕 SK17 C6c04 7 不明 18. 8 内外面回転ナデ 内外面鉄釉 50 18 

96 瓦器 十能 SK17 C6b04 7 近世以降
外面ミガキ 棒の柄をつける大きい

50 18 
タイプ

97 瓦器 火鉢か SK17 C6b04 p 近世以降 25. 3 
外面ミガキ ロ縁部一部凹みあり

50 18 
内面刻み

98 瓦器 火鉢か SK17 C6b04 k 近世以降 24. 6 (11. 0) 
外面ミガキ 外面に 「男龍」のヘラ

50 18 
描き文字あり

115 山茶碗 碗 SKIS C6c04 r 尾張 5型式 17. 2 内外面に自然釉 53 19 

116 山茶碗 碗 SK18 C6c04 b 尾張 5型式 6. 9 
内面自然釉 底部外面回転糸切 り

53 19 
貼り付け高台 籾殻圧痕

外面回転削り 底部外面削り 底部

117 陶器 灯明皿 SK18 C6c04 5 美濃 登 6か 7 10. 3 5. 2 2. 1 
内面にピン痕あり 口縁部から胴部

53 20 
外面に煤かタール付培 鉄釉か二次

焼成をうける

118 磁器 皿 SKIS C6c04 n 肥前 江戸 15. 3 9. 0 4. 9 
内面草花文 底部外面蛇の目高台

53 20 
内外面長石釉 KA4と接合

119 陶器 小碗 SK18 C6c04 n 美濃 登 8 6. 3 3. 15 3. 4 
外面回転削 り 削り出 し高台 内外

53 20 
面灰釉

120 陶器 湯呑（鉄絵） SK18 C6c04 1 美濃 登 8 9. 4 3. 6 5. 3 
草の文様 削 り出し高台 内外面底

53 20 
部外を除いて灰釉

121 陶器 餌鉢 SK18 C6c04 n 美濃 登 8 6. 9 3. 7 (3. 6) 
外面回転ヘラ削り 外部体部下半か

53 20 
ら底部を除いて鉄釉

122 陶器 灯明具 SK18 C6c04 h 瀬戸 登 8か 9 4. 8 (3. 1) 
外面底部外画回転ヘラ削り 内外面

53 20 
灰釉 KA4と接合
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表18 土器観察表 (4)

掲載
種別 器種

出士 地区 層
産地 分類・時期等

ロ径 底径 器高
備考

挿図 図版

番号 位置 名 位 (cm) (cm) (cm) 番号 番号

123 陶器 摺絵皿 SK18 C6c04 5 美濃 登 8か 9 7. 0 (2. 1) 
底部内面に花文、圏文 底部内面重

53 20 
ね焼き痕 内外面灰釉

124 陶器 片口鉢 SK18 C6c04 2 瀬戸 登 8か 9 7. 2 
内芸面回転ナデ削 り出し高台灰

53 19 
釉

125 陶器 揺鉢 SK18 C6c04 n 瀬戸 登 8 16. 0 (12. 0) 
卸 目15条で 1単位 体部下半から回

53 20 
転ヘラ削り

126 陶器 灯明皿 SK18 C6c04 1 瀬戸 登10 6. 9 2. 7 1. 5 
外面回転削り 底部外面に重ね焼き

53 20 
痕あり 内外面灰釉

127 陶器 箱形湯呑 SK18 C6c04 4 美浪 登10 7. 8 4. 0 (4. 5) 
内外面回転ナデ内外面長石 釉 菊

53 20 
花文

128 陶器 箱形湯呑 SK18 C6c04 3 美濃 登10 3. 4 (2. 6) 内外面回転ナデ内外面灰釉梅文 53 20 

129 陶器 広東茶碗 SK18 C6c04 5 美濃 登10 6. 0 (5. 0) 内外面長石釉梅文 53 20 

130 陶器 広東茶碗 SK18 C6c04 n 瀬戸 登10 5. 5 花文 内外面長石釉 53 19 

131 陶器 仏飴具 SK18 C6c04 o瀬戸 登10か11 2. 8 底部外面を除いて灰釉 53 20 

132 陶器 仏餡具 SK18 C6d04 e 肥前 江戸 6. 0 (9. 1) 内外面長石釉 53 19 

133 磁器 小坪 SK18 C6d04 2 不明 登11 6. 0 2. 8 2. 4 内外面回転ナデ 53 19 

134 磁器 小坪 SK18 C6c04 5・r 肥前 江戸 7. 3 3. 2 3. 7 内外面回転ナデ SK14と接合 53 19 

135 磁器 鉢 SK18 C6c04 4 肥前 江戸 17. 2 8. 0 8. 0 
底部外面蛇の目高台 口縁 2角形

54 19 
内外面長石釉

底部内面に釉薬拭い取り 5ヶ所 底

136 陶器 練鉢 SK18 C6d05 3 瀬戸 登11 26. 2 15. 2 16. 2 部外面回転ヘラ削 り 内外面灰釉 54 19 

KA4と接合

137 陶器 半胴 SK18 C6c04 n 瀬戸 登10か11 10. 0 
外面体部から底部にかけて回転ヘラ

54 19 
削り 内外面錆釉 SK14と接合

138 陶器 甕 SK18 C6c04 5 瀬戸 登10か11 12. 9 
底部内面にピン痕 3ヶ所底部外面

54 19 
回転ヘラ削り 内外面錆釉

139 陶器 火鉢 SK18 C6c04 —瀬戸 登10か11 14. 8 (5. 0) 
底部内面に重ね焼痕あ り 底部に丸

54 19 
い脚が 3つか外面鉄釉

140 陶器 徳利 SK18 C6c04 n 美濃 明治 10. 8 
外面に「山町□藤田店」の文字あり

54 19 
内外面長石釉 SK2と接合

底部外面一部煤付看 底部外面墨書

141 陶器 揺鉢 SK18 C6c04 g 瀬戸 明治 8. 4 (5. 4) 「す九」 体部F部から底部外面を 54 

除いて錆釉

142 陶器 甑 SK18 C6c04 r 常滑か 近世後期 25. 2 6. 2 
外面に内面側の突起を付ける際の指

55 20 
押さ えあり

143 陶器 燒炉の目皿SK18 C6c04 b 常滑 近世後期 9. 8 7. 4 1. 0 上面削り 55 20 

144 陶器 規炉の目皿SK18 C6c04 1 常滑 近世後期 14. 2 11. 9 2. 0 55 20 

145 陶器 火鉢 SK18 C6c04 3 常滑 近世後期 16. 1 
内面に指押さえ痕 体部内面にヘラ

55 20 
記号あり

146 陶器 火鉢か SK18 C6c04 s 常滑 近世後期 13. 4 (l l. 6) 内外面指ナデ指押さえ 55 20 

147 陶器 焼炉か SK18 C6c04 o 常滑 近世後期 14. 6 14. 0 10. 4 
内面指押さえ 内面に煤付着 外 面

55 20 
ナデ

148 瓦器 火鉢 SK18 C6c04 n 近世後期以降 22. 1 (16. 7) 外面ミガキ 内面削 り 56 21 

外面ミガキ外面に 「女龍」 「雲

149 瓦器 火鉢 SK18 C6c04 3 近世後期以降 30. 8 (7. 7) 乃」のヘラ描き文字あり SK14と接 56 21 

合

外面縦方向のミガキ 外面に 「ロロ

150 瓦器 火鉢 SK18 C6c04 4 近世後期以降 DD一月」 のヘラ描き文字 内面削 56 21 

り

151 瓦器 火鉢（脚） SK18 C6c04 3 近世後期以降 19. 8 
脚部方形の穴 2つあ り 4脚か外

56 21 
面 ミガキ 4脚と推定

152 瓦器 十能 SK18 C6c04 3 近世後期以降 内面に煤付着 56 21 

153 瓦器 十能（柄か）SK18 C6c04 4 近世後期以降 3. 6 外面ミガキ 右端欠損 56 21 

163 陶器 不明 KA! B5tl9 ー 美濃 江戸 5. 8 (0. 9) 底部外面墨書 59 22 

165 土製品 土鈴 KA2 C6b01 不明 3. 5 指押さえナデ 59 22 

166 陶器 甕 KA2 C5b20 —瀬戸 登 9 35. 4 (6. 9) 内外面回転ナデ 内外面鉄釉 59 22 

167 陶器 広東茶碗 KA2 C5b20 — 美濃 登10 (6. 0) (4. 0) 
内面回転ナデ 外面回転ヘラ肖rJり

59 22 
内外面長石釉

168 陶器 広東茶碗 KA2 C6b01 — 瀬戸 登10 5.8 (4. 0) 
内外面回転ナデ 内面花文と 圏文

59 22 
内外面灰釉 外面直線文と円文

169 陶器 錬鉢 KA2 C5b20 — 瀬戸 登11 31. 0 内外面灰釉 59 22 
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表19 土器観察表 (5)

掲載
種別 器種

出土 地区 層
産地 分類 ・時期等

ロ径 底径 器帯
備考

挿図 図版

番号 位置 名 位 (cm) (cm) (cm) 番号 番号

体部外面下半から底部外面回転ヘラ

170 陶器 練鉢 KAZ C5b20 —瀬戸 登11 15. 2 削り 底部内面に釉薬拭い取り丸く 59 22 

5ヶ所あり 内外面灰釉

卸皿20条で 1単位体部外面上部か

171 陶器 播鉢 KA2 C6b01 —瀬戸 登11 38. 8 14. 3 15. 5 ら底部外面にかけて回転ヘラ削 り 59 22 

内外面錆釉

172 陶器 甕 KA2 C6b01 不明 56. 2 52. 4 内面指押さえ 外面回転ナデ 60 22 

173 陶器 燐炉？ KA2 C5b20 ー常滑 近世後期 36 4 37. 6 31 6 
焚き口より 上部と口縁部、内面下部

60 22 
に煤付藩 体部外面に 2条波状文

174 土師器 鍋 KAZ C6b04 不明 27. 2 外面に煤付着 60 22 

177 陶器 志野皿 KA3 C6b02 ー美濃 登 3 11. 5 7.6 2. 1 
内外面回転ナデ 外面回転ヘラ削り

61 23 
削り出し高台 灰釉

178 陶器 菊皿 KA3 C6b02 — 美濃 登 4 12. 2 6. 0 3. 0 
貼り付け商台 内外面灰釉 口縁部

61 23 
縁釉

179 陶器 香炉 KA3 C6b02 — 美濃 登 6か 7 8.4 
底部外面回転ヘラ削り 底部外面を

61 23 
除いて内外面に錆釉 SD9と接合

180 陶器 小中（こな）KA3 C6b02 — 瀬戸 登 9 4.0 全面長石釉 SK14と接合 61 23 

181 常滑 甕 KA3 C6b02 —常滑 15. 0 (7. 5) 
体部内面板ナデ 体部外面指押さえ

61 23 
底部内面指押さえ

182 陶器 徳利 KA3 C6b03 ー美濃 明治 11. 1 (15. 8) 
外面文字 「芥見口屋D千六」全面長

61 22 
石釉

185 土製品 土鈴 KA4 C6b03 不明 3. 9 
指押さえナデ径6-8mmの玉が

62 23 
入る

186 土製品 土鈴 KA4 C6b04 不明
外面指押さえ指ナデ 内面頂部でし

62 23 
ぼり込み 大型突孔径約4.5mm 

187 土製品 土錘 KA4 C6c03 不明 4. 5 一端が細い 62 23 

188 陶器 鉢 KA4 C6c05 1 志野 大窯4後 29. 4 13. 3 (5. 80) 
外面回転ヘラ削 り 貼 り付け高台

62 23 
高台底部を除いて内外面長石釉

189 磁器 紅小皿 KA4 C6c04 ー肥前 江戸 4. 2 (1. 1) 内面と外面口縁部に長石釉 62 23 

190 磁器 紅小皿 KA4 C6c03 ー 肥前 江戸 I. 3 (0. 8) 内面と外面口縁部に長右釉 62 23 

191 陶器 湯呑 KA4 C6c03 — 肥前 江戸 4.5 (4. 7) 
外面体部下部ヘラ削り 削り出 し高

62 24 
台内面錆釉外面灰釉

192 磁器 丸碗 KA4 C6b03 —肥前 江戸 11. 4 4. 6 6. 1 
内面（島）外面 （松、海、僧侶）内

62 24 
外面長石釉

193 磁器 鉢 KA4 C6b04 —肥前 江戸 15. 5 
内面花文 内外面長石釉 SK14と接

62 23 
ムロ

内外面回転ナデ 外面胴部下から回
194 陶器 丸碗 KA4 C6c03 — 美濃 登 8か9 10 9 転ヘラ削り 下地に錆釉 口縁部に 62 23 

柿釉

内外面回転ナデ 削 り出し尚台 底
195 陶器 片口鉢 KA4 C6c03 ー 美濃 登 8 12. 8 6. 0 6. 1 部内面ピン痕 4つ 内外面柿釉灰 62 24 

釉

196 陶器 徳利 KA4 C6c03 ー美濃 登 8か9 7. 2 体部下半回転ヘラ削 り 外面錆釉 62 24 

197 陶器 合子蓋 KA4 C6b03 — 美濃 登10か11 4. 6 6. 0 I. 2 
外面回転ヘラ削 り 内面回転ナデ

62 24 
外面の灰釉

198 陶器 蓋 KA4 C6b04 — 美濃 登10か11 3. 3 0. 9 
内外面回転ナデ 外面回転ヘラ削り

62 24 
外面に灰釉

199 陶器 灯明皿 KA4 C6b04 — 美濃 登10 7. 0 3. 0 1. 6 
底部外面回転ヘラ削り 口縁部外面

62 24 
に煤付着 内外面に灰釉

200 陶器 灯明皿 KA4 C6c04 ー 美濡 登10か11 6. 8 3. 0 1. 4 
内外面回転ナデ 外面体部～底部回

62 24 
転ヘラ削り 内外面錆釉

内面に重ね焼の ピン痕 3ヶ所あり

201 陶器 灯明皿 KA4 C6b03 ー 美濃 登10か11 6. 8 3. 3 I. 75 内外面回転ナデ 底部外面回転ヘラ 62 24 

削り灰釉

202 陶器 灯明皿 KA4 C6c03 — 瀬戸 登10か11 7. 7 4.2 1. 4 
内面回転ナデ 外面回転ヘラ削り

62 24 
底部外面削 り 灰釉

底部外面ヘラ削 り 切り 欠き幅5mm

203 陶器 灯明皿 KA4 C6c04 — 瀬戸 登11 12. 2 3. 9 2. 9 1ヶ所の口縁部内外面に煤付着 内 62 24 

外面灰釉

204 陶器 灯明皿 KA4 C6c03 ー 美濃 登11 6. 7 3. 0 1. 3 
内面重ね焼の ピン痕3ヶ所あり 外

62 24 
面回転削り 灰釉

205 陶器 練鉢 KA4 C6c03 — 瀬戸 登10か11 14. 6 5. 3 7. 7 
内面にヒ°ン痕 2ヶ所 外面体部下半

62 24 
～底部回転ヘラ削り 内外面灰釉

206 陶器 土瓶 KA4 C6c04 — 瀬戸 登10か11 6. 2 7.6 11. 2 
体部下半から底部外面に煤付着 外

62 23 
面鉄釉
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